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第 二 編 各 地 に於 け る調 査 研 究

第一章 イ チ ヰ ガ シの 人 工 造 林 と

天 然 生 育 と の 比 較

第 一 人 工 植 栽 と 天 然 更 新

イチヰガシ林の造成に當 う人工植栽 ご天然生育 と何れを有利 とす るや、叉生育 に

幾何の差あるや を探究 することは興味ある問題 なる も比較地は同一立地 なるこご並

に適當に且同一の取扱ひを受 けた ることが 條件 とな るが容 易に斯か る林分は得 られ

ない。最初 より比較試験地 を設けて調査す るを可 とす るも長年月を要 し且既設の も

のなき爲次の如 く高岡事業区16ろ を選び調査 を行 つた。

位置は高岡営林 署管 内宮崎縣東諸縣郡高岡吋字去川國有林高岡事業区16林 班ろ小

班面積22.02haの 内造林成績 良好なる箇所で 其の面積 はo.210haて あ る。本 箇所は

伐採跡地に して昭和三年 二月ha當りI600本 の割 にてイチヰガシ ー年生苗を植栽 し

ブ2もの で現在12年 生 である。調査地は北向の林地 にして傾斜 は平均20度 、 土壌は

深 く、 結合度は軟 にして適潤の状態である。叉造林地 の手入は三 回・蔓切 は二 回を

施行 して居 る。而 して本 調査地 の樹種別直径別本数及材積等 は本篇第三章 第一節第

一、3第 四十五表、第十一圖に掲 げてある。

本調査地内には イチヰガ シは 直径Icm以 上 の もの163本 生立 し一一hae4換 算 すれ

ば776本 に當 る。此の イチヰガ シ を胸高直径 別、樹高別に測定す ると共 に天然生木

ご人工植栽木 とに区 分した。 此の区分 は植栽の筋を辿 う或は蕊芽其他の状況 に より

或は隣接木 との關係 或は林地の局部的状 況等詳細 な る注意の下 に行つたのであうが

正確 に剣 定し得ない もの も少 し許 りあつだ。然 し大禮 に於 て 誤 りな きと確信 する も

ので其 の結果は第二十表の如 くである。

此 の結果 を見 るに天 然生木 はgl本(ha當り433本)人 工植栽木72本(ha當り343本)

で過半は天然生木である。 而 して 人工植栽 の ものは 直aSICMの もの27本 ・2cmの

もの38本 、3cmの もの7本 で総平均直径 は2.8'cmな るに対し 、天然生木 は直径4cm



去川國有林16ろ 造林地面積o.210haに 於け るイチヰガシ

植栽木 と天然生木 との生長比較(12年 生)第 二十表の一

備 考 ゴチツク歎学は平均樹高 とす



以上 のもの も相當存在 しIOcmに 達 す るもの さへあり 総平均直径は4.5cmと なつて

居 る。叉同直径 の ものにて も天然生木の方幾分樹高高 き結果 を示 して居 る。

之れを要す るに本調査の結果は 人工植栽木は天 然生木 に比 し甚だ不成績 な るこご

を明示 して居 る。 然 し此の結果は最初より 区域的 に人工植栽地 と天然生育地 と同O

立地條件の下 に育成して 比較せ しものにあ らず 同一林地 に共生せ しめだ るものなれ

ば假令手入は施行 された としても植栽後根 の螢育遅 く生長鈍 き人工植栽木が イチヰ

ガ シのみ な らず其他生長旺盛 なる天然生幼稚樹 の萠芽 或は稚樹の爲に被壓 せ られて

以後一層格段の相違 を示す に至れる点 も原因の一であると考へ らる。

次 に既往に於て好個の資料 を捉へ て調査せ る報告は 昭和九年小林営林 署にて報告

せ る 「イチヰガシ天然生林分 ご人工植栽林分 との成績比較調査」(墾考書7)に して高

原事業区28澱 人工植栽地2.48ha、 天然生育地4.96haに対し 標準地面積前者には

o.Ioha後 者には().20haを 設け て調査せ るものである。詳細 は前報告書SI頁 に掲 げ

てあるが要点 を一括すれば

1)高 さに封すろ枝下高は天然生のイチヰガシは人工植栽の ものよvJ遙 に大なり'。即ち直径級に於て最 も

多数な示す自Iocm至15cmに 付比較ぜば其の割合は天然生の もの67%な ろに対し 人工植栽のも

のは33%な6り 。

2)直 径1:劉 す る高さの割合は天然生のものは人工植栽の ものよvJ大 なり、即ち各直径級t:於 て最 も多数

を示す自Iocm至15cmt:於 て天然生のものは高 さ9mに して人工植栽の ものに6mtSuJ。

3)天 然 生のものは人工植栽のものより著しく密生するも上暦木 と下層木 とは明かに区別Sら れ上層木は

概して枝下高 く長 く整美なる樹型をなすもの多し。即ち將來無節材 とな り得 ろ素質木多し。

4)人 工植栽のものは疎植なる爲(毎haI650本)高 さに野する枝下高の奉は低 く樹冠 も平面的に張 り概

して不整木多 し。

之れを要するに天然生林分に比 し人工植栽林は疎植なりし事が人工林に不整木多き原因な腺すものと認

め得 らるうも両人工林は更新に際 し他の支障木 と鉱らざる雑木類迄除伐ぜし爲林内の調和を破壊 し枝下の

短 い將來用材として不向なる傾向を有する樹形な形成しれるもの と認めらる。

第 二 人 工 播 種 と 人 工 植 栽

人工播種 に依 る イチヰガシ の造成は天然更新 に依 る場合 と人工植栽 に依 る場合 と

の中間 と見倣 し得べ く、 天然更新が 人工植栽に優 る点は上記の如 く明か にして筆者

は既に前調査書49頁 に於て第 四節其他國有林の親察 と綜合的威想 なる題下 に 『イチ

ヰガ シの更新 は天然更新 を圭 とすべきか 人工植栽 を主 とすべきかは 更新 に關す る方



針 の二大別であつて両者 共に特長はあるが、 イチヰガシ を多 く含 む林分 にては結局

一般 に考へ らる 通ゝ り天然更新を以 て方針 とすぺ きもの と思ふ。 人工植栽 も一年生

苗木 を植栽すれば 人工植栽 の映点 を或 る程度迄減 じ且更新 も確實 であるが、 天然更

新に よるもイチヰガシを多 く含む林分にては、注意 して施業せば更新は困難でな く

且 つ稚樹の発生 及其後の生長径路に無理がな く、 從 つて將來 の林木の材質及び 生長

に良好 な結果 を齎 らす様考へ らるゝ爲である』 と述べて置いπ。

天然更新が人工植栽 に優 るとせば人工播種 は人工植栽 より有利であ る筈 であ る。

只實際に於ては鼠害 を受け易 きことは 大 なる鉄点 であるが注 意すれ嫉 或 る程度迄 は

防 ぎ得 ると思ふ。(鼠 害並に人工播種 に關 しては前調査書56頁 に掲載 して置v・7?)。

昭和十三年夏調査 せし次の例 も入工播種が植 栽 に優 るこごを示す一謹 である。

高崎営林 署管 内宮碕縣西諸懸郡山田村大字山田字長尾國有林IIわ 面積Iohaは 大

正十一年イチヰガシ 三年生山出苗 を植栽せ る人工造林地である。其の内約2.oohaに

は人工播種 を行つた。播種 に際 しては点状に林地 一面 に床を作 炉一床 に五粒宛播種

せ しが幸ひ鼠害 を免かれ手入の結果一床 に1～2本 成立 し雨種の造林地は現在立涙に

成林 して居 る。而 して立地は 総膿的に播種 地は植栽 地 ようも精 良好 と認め得 る故標

準地 を選ぶ に當 ウ人工播種地 は地 況林 況共平均の箇所 を選び、人工植栽地は地 況並

に造林成績最 も良好 なる箇所 を選び 成 るべ く同一條件の下 に於 て両 者共 に帯状標準

地(4×100m)を 設け て直径別本数 を調査 しだ。其の結果 は次の通 うである。

長尾國有林IIわ 標準地 に よるイチヰガシ人工播種

並 に植栽の成林状況 比較 第二十表の二



本表 を見 るに人工播種地 はイチヰガシの本数多 く且直径4cmの もの最多 く6cmの

ものを合すれば 約50%を 占む るに反 し植栽地にては 直径2cmの もの最多 にして4

cmを 加ふれば70%以 上 に及ぶのであ る。 然 し 此の結果は帯欺標準地 に依 る小面積

の比較 に過 ぎざる故到底 正確 な もの とは稽 し得ないが一端 を窺ひ得 るご思ふ。

今廣 く國有林の イチヰガシ造林成績 を見 るに不成績 なるもの甚多 きも注意 して其

の成績を視察せんか 播種 造林 の優れ ることを謹 明する資料多 く筆者は天然更新 を最

良 こし鼠害 なき限 り播種造林之れに次 ぎ人工植栽 を第 三位 と認む る ものであ る。

曾 て由本正夫技師は 小林外二小林区署 にて 試験せ る結果苗木の生長 は同一年齢 な

らば カ シの種 類を問はず何れ も播種せ るものは植栽せ るもの より遙に優 良な ムと稻

して居 られ る。(参 考書2S.174)然 かのみな らず 實地 に於 て1千 ヰガシの施業 に從

事 しつ ゝあ る人々は恐 らく筆者 と意見 を同 うせ る人 々多 き標認め らる 故ゝ 人工播種

と植栽 との成績比較 に關しては多大の勢費 を投 じて詳細 なる調査 を行ふを省略 し凌 。

第 二 章 イ チ ヰ ガ シ の 成 林 と他 樹 種

と の混淆 に 關 す る 研 究

第 一 節 イチヰガシ、アカマ ツ混淆 林 ごイチヰガ シ

単純林 この生長比較(庄 司山 國有林)

イチヰガ シ林造成に當 う天 然に侵入する少許の ザ ツを混す る所謂 イチヰガ シ単純

林 仕立 による場合 と イチヰガ シ、 アカマ ツの混淆 林 として仕立 つる場合 と成林上並

に生長上如何 なる差異あ るやを調査研究せん とす る ものであ る。 本 目的の爲には比

較 すべ き雨林地 は地位同一に 乙て既往の取扱ひ方が明瞭の ものでなければな らない。

而 して選定 した調査林分は 現在普通施 業地 なる も曾 ては 此の 目的 を以て選ばれた る

試験地 である。即 ち大正入年是等 の樹種 を植栽 し 昭和五年不充分 なが ら試験成績 は

報告せ られ、其の以後全 く放 置して 今 日に至れ るものである。從つて林相は既に壊

れつ ゝあ るも反 つて其の間の生存競争 を物語 る点 もあ うて興味深い ものがあ る。



第 一 調査地の概況と既往の取扱ひ方並に調査結果

綱 醜 は長囎 林罷 内長崎駄 餅 郡千熱 庄司咽 鰍 大櫛 業画 棚

は小班内にある。調査地 は伐採跡地 にしてNW向 、傾斜平均15度 内外で大正入年二

月植 栽せ るイチヰガ シ単純林及 イチヰガシ、 アカマ ツ混淆 林である。

其の面積 を實測するに混淆 林はo.5524ha単純 林 はo.4117haで ある。

本林 はイチヰガ シ、 アカマツ混淆 林 とイチヰガシ単純 林 との生長 を比較せん とし

て大 正入年二月植栽 した もので・苗木は アカマツ は長崎営林 署聖寳寺苗圃産 、並に

同縣南高來郡愛徳村産 でイチヰガシは熊本営林 署育生 の ものでアカマツ 、イチヰガシ

共三年生苗 を用ひ混植 の方法 は一本置 きこし、 雨琶共五尺方形植(-ha5320本)S

し地権は植栽 部分 を二尺幅に帯状 に刈彿ひ 成 るべ く苗木に保護 を與へ しめた。而 し

て翌 年補植 を一回行ひ、手入は新植 の年 よう大正十二年迄連年帯状 に行 ひ 第六回以

後 は雑木の上半部刈 とし 合計入回施行 し外に蔓切二回、蔓切兼除伐二回を行つて居

る。其の時期は下表 の通 りである。

庄 司 山 國 有 林26は 手 入 撫 育 表 第二十一一・一表

而 して植栽後II年 を経過せ る昭和五年十月熊本営林 局 白倉秋也技手調査せ られ し

が(参 考書15S.876、 同2S-II)其 の當時は 手入蔓切共從來充分 に施行せ られざ う

し爲蔓董雑草木の 繁茂甚だ しか うし事 を報 じ、 且調査の結果は 次表の如 く混淆林区

の もの総 ての点 に於 て良好で、 若し手入撫育 を適當に施行せば 盆 々其の差異を顯著

な らしめ得たであ らうと結んで居 る。 然 し比較せ る標準地面積は僅か にo.03haに 過

ぎざるのみな らす数字 を比較 するに樹高以外の点では 未だ其の優劣が 絵 り明瞭でな

vo様i認め られ る。



イチ ヰ ガ シ単純 林 と イチ ヰガ シ、アカ マ ツ混淆 林 との生 長 比較 表

第二十二表

備 考

昭和 五年十月熊本営林 局編、管内に於け る造林試験及調査の概要前編112頁 第70

表掲載 の ものは 自倉技手調査に基 きπ る もの と認め らる。而 して同表中には イ

チヰガシ混淆 林及 イチヰガ シ、アカマツ混淆 林の二種あ るも昭和六年十二月林

學會誌876頁 白倉技 手記載 と対照 すれば、 イチヰガ シ混淆 林 とあるは4チ ヰガ

シ、 アカマツ混淆 林 を意味 し、 イチヰガ シ箪純林 と比較 し得べ きものにして

第70表 にあ るイチヰガシ、 アカマ ツ混淆 林 とは比較すべ きもの にあ らざる様考

へ られ る。

第 二 今 回 の 調 査 結 果 と 批 判

白倉氏調査以後に於ては昭和七年、入年に手入蔓切除伐 を行ひπ るこごあ るも経費

の關係上極めて弱度の もので 殆 ど効果のない 位の ものであつだ この事 であ お。 其後

は全 く放 置せ られ 現今では試験地で も無 く全 く藪朕 を呈 して居 る。然れ ども其 の間

に於ける各樹種 間の生存競争の維路及び 結果 を探究 せん とし昭和十三年十二 月雨区

に亘つて 毎木 に其の樹 高、胸高直径、樹形及び 生長状態 等 を調査 し各種の事項 を攻 曾

究した のである。

測定 の方法は胸 高直径 は4チ ヰガシは2cm以 上其他の樹種 は4cm以 上 とし2cm

括約 にて測定 し、樹 高の単位 はImと した。調査の結果は 末尾の附属表 第三號の通

りである。

1.樹 種 と 樹 高

今胸高直径 と樹 高 との關係を明かにし、 更 らに径級別本数の分配 を調査せば 林冠

の状況 は大略 關明す ることを得 るので先づ樹種 と樹高 との關係に付吟味 しだ。



単純林区混淆 林区共 に毎木調査 を行ひ 各樹種の胸高直径 と樹高 とを測定せ しに総

本数5953本1こ して雨区 に分 ち樹種別に樹高 を求むれば第二十三表及第二圖の通 うで

あ る。混淆 林区 に於ては直径 に謝 し樹高大 なるは大髄 に於》q、ザ ツ、4チ ヰガシ、 ア

カマツ、タブノ キ、カシ類(イ チヰガシを除 く)シ ヒの順序 にて、ザ ツは シデ、アヲモジ、

ネムノキ、 カゴノキ、ヤブニクケイ、ツバ キ等を主 とし、直径 に比 し樹高大 なるはシ

デ、アヲ毛 ジ、ネムノキ、カゴノキの如 き直穫 に比 し樹高割合 に高 い落葉澗葉樹 が存

在す る爲で是等 は直径太 きもの多 くザ ツ材積の大部分を占めて居 る。然 し直径14-

15cm以 上 に至 らば樹 高生 長多少衰へイ チヰガシ、アカマ ツに凌駕せ られ る。而 して

直径4-5cm迄 の ものは 常緑潤葉樹 の亜喬木 を含 み樹 高割合に低v・ものが多v。 イ

チヰガ シは直SSt6--7cm迄 は直径 に比 し樹 高 アカマ ツに劣 るも直径6-7cm以 上にて

は アカマツに稽 優 り現在迄持続 して居 る。而 して アカマ ツ小径級の ものは既に被壓

せ られて枯 死せ る爲現存 するアカマツは大径級の もの比較的多 く樹高 も割合に高い。

次はカシ類(4チ ヰガシを除 く以下同断)シ ヒにして直径5-一一6cm迄 はイチヰガシと

大 差な きも直痙大 となるに從ひ漸次 イチヰカシに劣 リ シヒは當地方に於ては直径生

長 に比 し樹 高生長が少い様である。

次 にイチヰガ シ単純 林 を見 るに(第 二十 三表第 二圖参照)各 樹種間に於 ける直径 と

樹高 この關係は イチヰガシ、 アカマツ混淆 林区 と大差な きも直径 に比 し樹 高の高 き

もの ゝ順序は、 アカマ ツ、 ザツ、6チ ヰガシ、 タブノキ、カシ類、シヒの順 とな り、然

か もアカマ ツは甚だ高い。其の原因は本区域は イチヰガシ単純 林 で アカマ ツは植栽

せ しもの にあ らず 天然生 な るが爲め 樹高生長良好 なのである。 而 して地況其他の因

子 よム考 へ両区共其立地 には 差違 なき様認め られ る。今立地 に於 て雨逗 共差違な く

且普通に施業せ られた る場合は大膿 に於て樹種 毎に夫 々樹 高には大差ない筈 であ る。

アカマツは生因異 る爲除外 し他の イチヰガ シ、 タブノ キ、 ザ ツ、 カシ類、 シヒの

樹高 を雨区 に於て 比較 するに単純 林 の方が明かに低 い。 其の 原因を考ふ るに 前述

の如 く地位の差 と認め得 ざる以上 施業上取扱 ひの影響 に由來 して居 るもので混淆 林

区 に於ては常 に アカマ ツ と共生す る爲 針葉樹 の側歴 を受け枝 の接 張少 な く太 き枝 を

出 さず細長 き樹形 を形成せ る結果 と考へ られ る。 但 者チヰガ シ2-3cmの ものは輩



庄 司 山 國 有 林 樹 種 別、 直 径 別 平 均 樹 高 表

其 ノー イ チ ヰ ガ シ、 ア カ マ ツ混淆 林

備 考

枯死木ハ除外 ス

()ハ 平均樹高チ示ス



其ノ二 イ チ ヰ ガ シ単純 林

備 考

()ハ 平均樹高チ示 ス

枯死木ハ除外 ス'



長 崎営 林 署 庄 司 山 國 有 林 に 於 け る

樹 種 別 樹 高 曲 線 圖

第二圖



純林の方直径 に比 し樹高大 なるは現林 況が単純 林に於 ては アカマツ少な き爲小径木

頗 る多 く成立 し下木的位置に於 て相互 に競 り合ひを生ぜ る爲細長 き樹幹 を成す もの

こ考へ られ る。一般に直径4-5cm位 迄雨区共樹高に大差な きは 同様 の原 因に依 る

もの と思料せ られ る。

墾 考

今各樹種共直径4cm以 上 の ものを径級別本数 を加味 して樹高の絡平均 を求むれ

ば次表 の通 うで アカマツ最 も高 くして混淆 林は各樹種共一般 に単純 林 よう樹高

大 である。 而 して之れは 径級 に属す る本数 に左右せ らる ゝ点が多い。吹に尚 直

径 別の総平均樹高を も揚 げて置 く。

平 均 樹 高 一 覧 表 第二十四表

航2.樹 種 別本 敷 並に材 積

イ.イ チ ヰガ シ、 ア カマ ツ混淆 林 区

イチ ヰ ガ シ、 アカ マ ツ混淆 林区 を見 るに植 栽 當時 は イチ ヰガ シ、 アカ マ ツ共 同数

に てha當 り2160本 宛なり しが現 在 は4チ ヰ ガ シ1421本 材積24・20m3、 アカ マ ツ564

本 材積41.5gm3と なつ て居 る。第 三 圖第 二十 五 表 に於 て一 見 明か な るが 如 く アカ マ

ツの本数 分配 は直径IOcmの もの最 も多 く26cm迄 漸次 減 少 す るが 直 径太 き もの ゝ



本敷は イチヰガシ並に其他の もの より遙か に多 く常に上層林冠を占領 して居 る。直

径Iocm以 下の'ものは其の本数 少な く假令生存す るも將來 を期待し得ない ものであ

る。元來 アカマツ は陽樹 で耐陰性 に乏 しく且小裡級の潤葉樹は本数 多 き故之れが被

歴を受け易 く少 し く被圧せ らる ゝや 漸次生長衰へ途 に枯死 す るに至 るのであ る。植

栽後多数 の枯 死木 を生 じ尤のは 之れが爲で現在枯 死の儘林地 に立つて居 る ものはha

當り617本 で6cmの もの最 も多 く8cm、locmの もの之れに次 ぎ4cmの ものは少 な

きも(枯 死材積は直径8cmの もの最大であ る)計 算上より は 尚頗 る多数 の枯 死木除

伐 木ある筈で之等は大部分4cm以 下 の小径級時代に枯死 し腐朽 し或は除伐せ られて

今 日其の残骸 を認め得 ない ものであ る。而 して現存 するものは直径太 く上層林冠を

占むるもの多 く材積 も イチヰガシを遙かに凌駕 し総蓄積 の41%を 占め て居 る。

イチヰガ シの本数 分配状況は直径4cmの もの最 も多 く20cm迄 漸次減少 し2cmの

ものは甚 だ少 ない。 直径4dm、6cmの ものはザ ツ、カシ類、 ヒシ、 タブノキ 等 ご混

清 し競 り合ひつ ゝあるが直径8cmに 至れば本数 に於 て も樹高 に於て も他 の潤葉樹 を

厘 倒 し直径10cm以 上のものは アカマ ツの牙城 に迫り 常 に アカマツご競 り合 ひ漸次

アカマ ツに歴迫 を加へつゝ ある。

叉直径}Ocm以 上に於ては其の本数 は到底 アカマ ツ に及 ばず、樹 高亦 アカマツに

劣 るも陰樹 なる爲 よくアカマツの間に交 うて アカマ ツ と共 に上層林冠 を形成 して漸

次 アカマツを騙逐 しつ ゝある。換言すれば イチヰガ シは アカマツに比 し直径細 く本

数少 なき故屡 々太 き アカマ ツの樹冠下 にあつて アカマツと競 り合 ひ、 アカマ ツが陽

性 にて側枝 を イチヰガ シ に歴 せ らる ゝや其の側枝は漸次枯衰 し、樹冠 の位置上部 に

偏 するに至 り樹勢次第に衰へ遽 に イチヰガ シ に歴倒せ らる ゝに至 るのであ る。現在

直径8cm、ICcm以 上の アカマ ツにして4チ ヰガ シと競争しつ ゝあ る径級に属す る誌

の には斯か る状況を呈 して居 るものが少な くない。

即 ち現在上層林冠 に於 ける競 り合 ひは アカマ ツ、イチヰガシ 少許の ザ ツ に よ りて

行はれ イチヰガシは アカマ ツ を漸次歴倒 しつ ゝあ りて 其の間 に介在す る少許の ザ

ツ は主とし て落葉澗葉樹 な るが故 イチヰガシ は大 なる被壓 を受けず、14cm、15cm

以上の ものは反つてザ ラを歴迫 しつ ゝあつて現状 よウ推断せば イチヰガ シは將來次



調 査 区 面 積o・5524ha

イ チ ヰ ガ シ、 ア カ マ ツ 混 溝 林 に 於 け る 樹 種 別 径 級 別 本 数 材 積 分 配 表

第 二 十 五 表



長 崎営林 署 庄 司 山 國 有 林
第三圖

イ チ ヰ ガ シ.ア カ マ ツ混淆 林 に 於 け る

樹 種 別 種 級 別 奉 数 及 材 積 分 配 圖(ha當 嚇

凡 例 .



調 査 圏 面 積o・4117ha

イ チ ヰ ガ シ単純 林 に 於 け る 樹 種 別 径 級 別 本 敷 材 積 分 配 表

第 二 十 六 表



長 崎営林 署 庄 司 山 國 有 林
第四圖

イ チ ヰ ガ シ単純 林 に 於 け る

樹 種 別 径 級 別 本 数 及 材 積 分 配 圖(ha.當 リ)

凡 例



第 にアカマツ、 ザ ツ を歴 迫して行 く様である。現在 アカマツはha當 り直径4cmに

於 て枯 死60本 、生 存4本 、 直径6cmに 於 て枯死257本 、 生存20本 、直径8cmに

於 て枯死179本 、生存94本 、直aSIocMに 於て枯 死Io5本 、生存130本 、直径12cm

に於 て枯死12本 、生存g6本 の如 き状態 であるが、6cm、8cmの ものは殆 ど遠か らず

枯死するに至 るべ く、10cmの もの も漸次枯死の数 を増すべ く、12cm以 上の ものは

現在枯死せ る もの少な きも是又年 と共に枯 死率 を増す事は現況 より判断 し得 る所で

ある。尚直径2cmの 枯死本数少なきは 数年 乃至10年 前 斯か る小径級のものは枯死

せ るもの多 く今 日既に腐朽して測樹 し得 なかつた爲である。尚注意すざ き事 は アカ

マ ツは人工植栽 に より成立 した ものであるか ら一般の例 に倣へば今後敷年乃至十年

位 よう生長衰 退する兆が 現 はる ゝや も知れない故 盆 を被壓 状 態を誘登す るに至 るか

も分 らなv。 現在直径22cm-26cmの アカマツ は長大 にして容易 に被壓 せ られ るこ

とな く將來暫 く散生的に生育す るであ らうが 是等特別の大径級は主とし て 天然に侵

入 し生 育せ る もの ゝ標である。

シヒ、タブノキ・ザ ツは大 正十三年、十五年 に雑木の上半部刈 を行 つて手入した 外、

昭和六、七、入年 と手入蔓切除伐 を行つて居 るが経費の關係上並 に雑木 と巽生せ しむ

る目的にて一部残存 し極 めて薄 く施行 し昭和八年以來放置 してある爲小径級のザ ツ、

カ シ、 シヒ等 は必要以上践唇 して除伐 を要 す る状態であ る。

然 し其 の成立が イチヰガ シ、 アカマ ツより若 き爲 ザ ツの一部 に長大 な ものがある

外上 層林冠 を脅かす ものは比較的少ない。

・.イ チヰガ シ単純林区

イチヰガシは最初ha當 う432・ 本植栽せ しが現在は2533本 成立 し各直径階への本

歎分配は第四圖第二十 六表の通 り直径4cmの もの最 も多 く最大14cm迄 漸次共の本

数 を減 じて居 る。

アカマツは植栽せざ るもイチヰガ シ植栽後天然下種 により て侵入 し、本数 はha當

bI75本 に過 ぎない が 生長極め て旺盛で直径 イチヰガシ より遙かに太 く大部分は6

℃m乃 至24ctnに して本数は直径12cmの ものが最 も多v。 直径12cm、14cm以 上の

ものは 上層林冠 を占め最 も優勢で 」暫 く他の追從を許 さない 。直aSIOCM以 下の もの



は概ねイチヰガシ、其他 カシ類等 ザ ツに體せ られて 將來 に期待 を保 ち得 ない もので

ある。而 して イチヰガシ、 アカマツ混淆 林琶 に於てはアカマツの枯 死本数 多数 あb

しも本圓 こ於 ては天然更新に よ命て 侵入せ る爲本数 少 な く且生長旺盛 にして被壓 せ

らる ゝこと少な き故僅かにha當りI2本 の枯死木を算へるのみである。

ザ ツ、カシ類、シヒ、タブノキはイチヰガ シ、アカマ ツ混淆 林区 同様の 径路 にて侵入

せ しもので生長期間 イチヰガ シ より概 ね短か き爲本数甚だ多 きも概 して直径の太 き

もの少な く從つて最 も上層の林冠 を成す ものは 先づ直径太 きアカマツ(直 径,12-36

cm)に して点生 し、之れに次い で直径劣 る もイチヰガシ、其他 カシ類(直 径8-14cm)

が相競 ひて林冠 を占領 して居 る有様 である。

3.樹 形

樹形の調 査は或 る標準 に依 う正當に評定すること困難で、 本調査 に於て も他の事

項の如 く正確 を期 し得なかつたのは遣憾 であるが 樹 形の概 況は窺知 し得 る様認め ら

る ゝので 妓に掲 げる事に した。樹形 は大膿 に於て將來用材 に利用 し得べ しと認め ら

る ゝ程度 を中 とし、 特 に樹形の 良好 なるものを優 とし、 將來 用材 を生産 し得ない も

のを劣 として区分 を試みた。然 る時雨区 に於 ける イチヰガシの区分は次の如 き結果

となつた。 ..

イ チ ヰ カ シ 樹 形 類 別 表 ・第二十七表



4.両 区 の比較 並 に結論

林 相が 以 上の通 うな る故 雨 区 を比 較 す る には 先づ 上 層林冠 の構 造 上の 特 徴 を墨 げ

ねば な らない。混淆林区 に於 て は主 と して アカマ ツ、イチ ヰガ シが上 層林 冠 にて競 り

合 ひ ザ ツ其 の間 を点 綴 し、単純 林区 に於 て は アカ マ ツの径 級 特 に大 な る もの が点生

的 に或 は散生 的 に=最高 の林 冠 を占め其 の下 に イ チ ヰガ シ、 ザ ツ が梢 劣bブ2る 樹 高 を

以 て競 ム合 ひつ ゝ林 冠 を作 り居 るので あ る。

混淆林区 は上 層林 冠 の大部 分 をな す直径Iocm以 上 の ものha當 り798本 に し て、

内 アカ マ ツ446本(56%)b4チ ヰガ シ203本(25%)bカ シ類 、シ ヒ、タ ブ ノ キ、ザ ツ

14g本(Ig%)な るに対し 、単純 林区 に於 て はIocm以 上 の本 数 はha當 う僅 か に444

本 に して内アカマツ148本(33%)4チ ヰ ガ シ133本(30%)カ シ類 、シ ヒ、タブノ キ、

ザ ツ163本(37%)に 過 ぎない 。 而 して 上層林 冠 をなす 大部分 を8cm以 上 とすれ ば

ha當りII36本 に して内アカマツ160本(14%)、 イ チヰ ガ シ432本(38%)其 他544

本(48%)と な るo

次 に林 相 に現 はれだ る特 色 は 小 径級 の本数 で あ る。 今上 層木 の範囲 を林 相 よ り見

て大 髄 以上 の 如 く混淆 林 匹 に於 ては 直aSIOCM以 上 、単純林区 に於 て は8cmと し、

其 の下 層 を形 成 す る樹 種 別本数 を見 るに、混淆 林区 に於 てはha當 り4379本(8cm以

下)に して 内イ チ ヰガ シ1218本(28%)、 ア カマ ツII8本(3%)其 他3043本(6g%)

を 占め て居 るが、単純 林 区 に於 てはha當66377本(6cm以 下)に して内 イ チヰ ガ シ

2101本(33%)アカマツ15本(o%)其 他4261本(67%)で単純 林 の方が 下 層 下の

本数は遙 か に多 く混 渚林 区 を1と すれば単純林区 は約1.46に 當 り若 し假 うに混淆 林

匿 も直径6cm以 下 とすれ ばha當 り総 本 数 は3736本 とな う混淆 林 区 を1と す れ ば輩

純林 区 はL71こ な る。

次 に両 区 に於 け る蓄積 を比 較 す るに次 表 の如 く混淆林区 豊 冨 に して イ チ ヰガ シ は

単純林 に比 し半数植 栽 せ しに拘 らず 現 在 の材 積 は 殆 ど単純 林 に近 く且 径級 の大 な る

ものが 多 い 。

之 れ を要 す るに単純 林区 は 混 渚林区 に比 し直径IOcm以 上 の もの甚 だ少 な く直=痙

8cmの もの略 同数 に して6cm以 下 の もの 甚 だ多 く放 置 せ る小柴林 の如 き状 態 を呈 し



単純林'区、混淆 林1亘に於 けるhユ當 り樹種別材積 比較 第二十八表

ha當 り材積に於て も混淆林 に劣 る。

今林 の構造 を異 にす るに至 りし由來 を考察す るに 主 なる原因は一方は アカマ ツと

イチヰガ シを混淆 植栽 し、他方 は只 イチヰガシ のみ植栽 した爲成林 の経路 に差異 を

生 じた故である。即 ち混淆林 の場合は アカマツは植栽後よりIo年 乃至14.5年 間は

生長 イチヰガシに優 うて 樹高高 きも陽樹 なる爲 イチヰガシ、ザ ツに歴せ らるゝもの

少 なか らず、 イチヰガシは精優勢 なるアカマツの側歴 を受 けて大 なる側枝 を生ぜず、

上方の光線 を求めて生長 し細長 き樹 幹を形成す るけれ ども、叉一面 アカマ ツの爲反

つて保護せ らる ＼こともあ り幼齢 なる アカマ ツ林下には澗葉樹 の侵入 少な く・且植

栽 後7～8年 間手入撫育 を受けてイチヰガシば潤葉樹 の塵迫 を受けること少な く比較

的 良好なる生 長をなし、 本数減少期 に入310--14.5年 生以後 に到 らば梢上層林冠 を

占むるアカマツと競 う合 ひ漸次 アカマ ツ を征服 乙つ ゝあると謂ふ事が出來 る。而 し

て最初は両樹種 共ha當 り2160本 宛植栽せ しに20年 生 に於ては アカマ ツ564本 、イ

チヰカシ1421本 残存す。然 し残れ るアカマツは直径 イチヰガシよウ遙に大 にして樹

高亦 イチヰガシ に優 る も直径10cm以 下の ものは漸 次 イチヰガシに被壓 せ られつ ゝ

あつて結局將來は アカマツは点生的に残存す るに過 ぎない と思はれ る。

之れに反 し単純林 内の アカマツ は天然生 にして本数 少な く点生的或は散生的 に生

育せ るに過 ぎざ るも生長旺盛 でイチヰガ シよめ樹 高遙かに高い。

然 し本敷少 な き爲 イチヰガシ を歴倒するに至 らない。 又ザ ツ其他の侵入 も普通の

潤葉樹皆伐跡地同様容易 で 假令手入除伐 を行ふ も萌芽す るの で 甚だし く本数 の減 少



を來た さない。

イチヰガシ は直径の太 きものは 落葉潤葉樹 ご共 に上層林冠 を占領 し、其他は ザツ

等 と過密状態 をなして生育 し生長 不良の もの多 く今尚ha當 り直径4cmの もの イチ

ヰガシII66本 、其他2875本 、6cmの もの4チ ヰガシ767本 、其他1401本 を算する

は其の7肯息を語 るものであ る。

術混淆林区 は単純林区 に比 し シ ヒの侵入 比較的少ないが、之れは元來 シヒは皆伐

跡地の如 き廣澗なる箇所 に好んで侵入す るものであるが アカマツが その侵入 を抑制

せし結果 で一般 にザ ツの本敷少な きも當然 の事であ る。

結論一今混淆林区 と単純林区 とを比較するに前述の如 く イチヰガシ の径級 別本敷

分配關係、現在 に於け る生長状 態並に林分 の構造 よう見て混淆林区 を優れ うこす る。

而 して混淆 林区内の アカマ ツは大部分 漸次被圧 せ られて將來は散生的 に或は点生的

に残存する もの と考へ られ る。從つて アカマツ の利用は小丸太バル ブ材 杭木等 に過

ぎない けれ共 イチヰガシの形質 を優良な らしむ る特長がある。然 し4チ ヰガシ、 ア

カマツの混淆 植栽 に當 つては立地關係取扱の影響に よう必す しも本林地の如 き成績

を墨 ぐる事 を得 ない場合 もあるべ く、両 者の生 長状況に癒 じ枝打除伐 を適當 に行ふ

等特別の 注意 を必要 こする故、一律に イチヰガシ、アカマ ツの混淆 を推奨する鐸に

は行 かなvoが イチヰガシ造成上良策である。

以上の如 き成績な る故混淆 林匪 は単純林区 に優 るが両甚 共將來相當に優 良なるイ

テヰガシ林 となることは疑 を容 れない。(但し現在蔓切除伐 は直 ちに行ふ必要 はある)

而 して雨'区共斯 く多敷の イチヰガシを存 し上層林冠を占むる もの多 く、 其の將來 を

期待 し得 る原因は両 区が 當初試験地 であつた爲不充分 なが ら手入 入回蔓切除伐 各約

二 回施行せ られた結果であつて、最近数年 間 乃至 十年 間 事實上 に於ては 全 く放置せ

られて居 るに拘 らす 尚現況 を呈 し居 る所以であつて植栽後藪年間 乃至十年 間適當な

る手入撫育の必要 を謹 明して籐 りある もの と謂へ る。

5.イ チヰガシの陰陽性

イチヰガ シは混淆 林'区に於 てはha當り2160本 、単純林区 に於 ては4320本 植栽 せ

られ7,2るに現在 は前 者に於 ては1421本(65%)、 後者 に於 ては2533本(59%)残 存



して居 る。 而 して現在調査す るに殆 ど枯死木を登見 しない故 斯か る本数 の減少は圭

として十年 前或は数年前迄 に枯死 した もので、然 らざれば 除伐 手入 の際 丈除 された

ものであ らう。植栽後20年 を経過せ る現在 に於 て直径2cmの ものha當り単純林区

に168本 、混淆 林琶 に71本 存在 して居 るが是等は漸 く枯死 を免れ居 る程度の もので

ある。直径4cmの ものはha當 り単純林区 にII66本 、混溝林区 にSI2本 存在 し前者は

総本数の46%、 後者 は36%に 當つ て居 る。最初 植栽 後歎年 乃至 十年間位手入撫育

を受 けしとは云へ 其後過密の環境 に於て よく生存 を続け20年 生にして直径僅かに4

cmに 達する.もの斯 く多数存在 するのみな らす、 直as2CMの もの 前記の如 く生育 し

現在 小径級の枯死木 を 殆ぎ見ざる点より 観 察すれば、イチヰガシ は 直径2-3cm以

上に達 したる ものは 過密の状 態に在 りて も容 易に枯死せず 生 存を続け 得 るもの と認

め られ る。

次に極端 なる一例 を示 さん と思 ぷ。本例は混淆 林区の一部 に生存せ し イチヰガシ

に して、 アカマシ及雑木 の爲被壓 せ られ林冠の少し く疎 開せ る所 を求めて生育を

続け殆 ど蔓状 をなして居 るものである。幹 の全長8mに 及ぶ も胸高直径は2.6cmに

過 ぎない。枝葉極 めて少な く根元よりlm毎 の直径 を測定するに次の通bで ある。

例 外的に存在 し得 るものであ るが墾考の爲附記 す ることこした ◎

第 二 十 九 表

6.総 括

1.植 栽 後不充分 なが ら十年生位迄 手入除伐 を行へば其の後は数年乃至十年 間は殆

ど放置せ らる ゝも、 イチヰガシは殆 ど枯 死せす、 アカマ ツ、イチヰガシ混淆林



第 五 圖

蔓 状 イ チ ヰ ガ シ(自 然 型)



及 イチヰガシ単純林地共上層林冠 を占領せ るもの多 く將來優良な るイチヰガ シ

林 を形成 するに至 るこごが認め られ る。但 し現在 既に除伐 を必要 とす る状態で

あ る。本調査林分 は奮試駿林な ちし關係 で幼時手入除伐 を施行せ られ し故現在

の如 く將來用材林 造成の見込ある林況 を呈 し得た るものであ る。

2.ア カマ ツ、イチヰガ シ混渚林区 とイチヰガシ単純 林琶 との林 況を比較す るに、

次 の如 く混淆林蟲 の方有利 であつて、 アカマツとの混淆 は施業上得策 である。

但施業の周約度並 に立地の關係 よ り一律 には推奨 し得 ない。

a).混淆 林にてはアカマツ と共生す る爲針葉樹の側塵 を受け枝の接張少 な く樹 高比

較的高 く將來用材 に適 する樹形 をなすものが多い。

b).混淆 林区にては アカマツと共生する爲雑草雑木の侵入繁茂少な く生長良好であ

る。

c).混淆 林区にては從來の記載並に現 況より 見 て十年生乃至十 四五年生 頃迄は アカ

マツが優勢であるが陽樹 なる爲イチヰガシ、ザ ツに歴せ らる ゝもの多 く、其後20

年生迄の間に於 ては アカマ ツは4チ ヰガシに歴せ られ るもの多 く、當初ha當

b2160本 植栽せ しに20年 生 に於 ては アカマツ564本 イチヰガシ1421本 残存

して居 る。然 し残 存せ るアカマツは直径イチヰガ シより遙 に大で樹高 も亦 イチ

ヰカシに優つて居 るが、IOCM以 下 のもの は概 ね・・Sチヰガシに漸次被壓 せ られつ

ゝあ る。結局伐期附近に至 らば アカマ ツは点生的 に残存す るに過 ぎない と思は

れ る。現在混淆 林匹 に残存せ る アカマツ枯 死木は直径4-一一16cmに 及び、本数

に於ては直径6cmの もの、材積 に於 ては 直径8cmの ものが最多で之れを遠ざ

か るに從ひ減少 する。直径4cm以 下の ものが少な きは 既に腐朽せ るもの或は

除伐 せ られた もの多 き爲だ ε思はれ る。

d).林 冠の状況は混淆 林匪 に於 てはアカマツ、イチヰガシ上層林冠 を形成 しザ ツ其

の間を点綴 するも、単純 林区に於ては アカマツ点生的に高 く樹冠 を張 う其 の下

にイチヰガシ、ザ ツ林冠 を占領 し相互 に競 り合つて居 る。尚単純林区 にはザ ツ

の混生甚だし く殊に小径級 に属す るもの 侵ゝ入が烈 しい。

e).ha當 う総材積 の比 は単純 林匪 を1と すれば混淆林区 は1.16と な り16%大 であ



る。且混淆林区 のイチヰガ シは本数少な きも直径太 き爲材積 に於ては殆 ど単純

林 と大 差がない。

3.1ヂ ヰガ シは直径6-7cm迄 は直 径 に比 し樹 高 アカマ ツ に劣 るも直径6--7cm

以上にては アカマ ツに稽優 る。但天然生 アカマツは イチヰガシに比 乙樹高大で

ある。

4.イ チヰガシは直径3cm、4cm位 に達すれば除伐 が 遅れてザ ツと共生 し藪状 に

陥 う樹幹繊弱 とな う枝葉 を減 じ生長は甚だ衰へ るも容易に枯死せす適當 に除伐

すれば恢復 し得 る様認め られ る。從 つてイチヰガ シ林造成 に當 めては更新後数

年 乃至十年 間位適當に手入 して天然生稚樹 の撫育 を行 ひ注意 して施業 すれば、

稚樹の滑 失す る如 きことな きは勿論旺盛に生長 し十年乃至十二三年生 にて直径

3cm内 外 に達 し上層林冠 を占む るに至 る故 ザ ツ(一 部針葉樹 を加へて)と 共生

せ しめ鬱閉 を稽密に保 ちて側歴 を加へ枝桓 の籏張 を防 ぐ様 に取扱へば適當 であ

ると考へ らる。

5,混 溝林 区に於て現在縫度に直径10cm以 上の径級 ザ ツが混生す るは イチヰガシ

の生長上何等支障な きも直aSIOCM以 下のザ ツは適當 に除伐す るを可 とする。

アカマツは被壓 せ られつ ゝあるもの多 き故間伐 して除去すべ きもの可な う多数

あ るを認め られ る。 叉単純林区 に於 ては大體 に於て各裡級共ザ ツ過 多なる故除

伐 を施す必要が ある。

第 二 節 天 然 生 イ チ ヰ ガ シ と杉 との混淆

杉人工植栽林の内に天然生 イチヰガシ の侵入す ることは屡 々見聞する所 であ る。

本例は其の一つであつて 且雨樹種 の性質 を数 字的に 明瞭な らしめんが爲調査 しだの

である。

第 一 調査地の概 況 と既往の取扱 ひ方

調査地は 高岡営林 署管 内 宮崎縣東諸縣郡高岡町去川 國有林高岡事業匪Igろ 内で

其 の面積 はo.165haで ある。立地は海抜IoOmで 、方 向は西南向、傾斜 は急、土壊

の深度 は深、結合度 は軟 で適潤の優良なる林地であ る。



伐採前は去川國有林内他の箇所同様 イチヰガシ、其他 カシ類 を多 く混淆せる常緑

潤葉樹林 に して 昭和四年庚伐採・同六年三月杉の 挿木苗 を造林せ る所 であ る。當時

の施業案にて 指定せ る施業方針 は擇伐 な うしも實行に際 しては小面積の皆伐 を許 し

居 りて本林地(19ろ)はイチヰガシ 、ハ ナガガ シ、 アラカ シ等 カシ類の直径16cm以

上の ものを少許存 して 其他は全部伐採 し其の下 に 杉 を植 栽 したの である。残存せ し

樹種 別直径別本数 は(第 三十表の二)の 如 く調査地 内13本 でha當り に換算すれば78

本の割 となる。以上の如 く少許の カシ 類 を保残 して其の下 に杉 を疎 に植栽せ る箇所

で ある。術 手入時期回数は次の通 りで 現況 を呈するは 比較的注意 して手 入された爲

である。

第三十表 の一

手 入 数 施 業 年 月

第 一 回 手 入 昭和6年8月

第 二 回 手 入7年8月

第 三 回 手 入8年8月

第 四 回 手 入9年8月

第 五 回 手 入10年8月

第 六 回 手 入II年9月

第 二 今 回の調査結果 ご批 判

現 在(昭 和十三年入月)杉 は林齢入年生 に して其の間 にイチヰガ シ、其他の カシ類、

ザ ツを混生 し保残木の外(樹 高Im以 上の もの)ha當り スギ740本 、4チ ヰガ シ515

本、其他630本 計2927本 生立 し、 スギ、 イチヰグ シの生存状態は次の榛 である。

杉造林 に際 しては一齊 に地捧 を行 ひた る故侵入せ るイチヰガシは幼稚樹 の茄芽か、

實生 によウて 成立せ るものである。而 して両 樹種 の直径別・樹 高別本数は第三十表

の二の瓶 りに して総平均に於て樹 高は杉2.Im、 ・・Sチヰガシ2.6mでイチヰガシ の方

高いけれ共、杉 は直径Icm以 下の もの多数 にて其 の爲平均樹高が低下 して居 る。其

の原因を観 るに本林地は イチヰガ シ、 ア ラカ シ其他の残存木が所 々に成立 し其の被

歴 を受 くる所に植栽せ られた 杉は 上長生長甚だ悪 し く、之れに反 し杉 と並びて立 て

るイチヰガシは残存木の被壓 を受 くる事少な く從つて甚だ低 きもの少なし。換言 すれ

ば杉は残存木1ζ被壓せ らる ゝや上長生長 を止むる も イチヰガ シ は之れに堪へ て上長



植 栽 せ る ス ギ ご 天 然 生 イ チ

Ig林 班 ろ小 班 内 面 積o・165ha昭 科4・5年擇伐 跡 地



ヰ ガ シ こ の 生 長 比 較

昭和6年3月 スギ新植地(林 齢8年)

第三十表の二

(昭 和13年8月28日 調)

1)樹 高 は目測

とす

2)()内 の歎

字に保残木

i本 数を示す
1
3)平 均樹高ス

ギ2.lm

イチヰガシ

2.6m



生長 を続け 雨樹種相並びて斯 くの如 き状態 を示せ る もの多数 見受け られ 雨樹種 が潤

葉樹 の被圧 に堪へ得 る程度 を明かに例示 して居 る。

而 して被壓 すべ き保獲木のな き場所にては イチヰガ シの方幾分樹 高高 き観な きに●

あ らざ るも殆ん ど スギ ご同樹 高に して大差 な く、本例 よりすれば十年生位迄は少 く

こもスギ(挿 木杉)と 天然生 イチヰガシごは優良林地 に於ては大差 なき生長 をなす も

の と考へ らる。

次に両樹種の樹形 を見 るに第三十表の二に示す如 く同一直径な らば イチヰガシ の

方樹 高明かに高い。叉両者 相接 して混淆 す る場合 には杉 は 樹形 に著 しき変化 を受け

ざ るも、 イチヰガ シは幾分横枝の籏張 を制せ られ枝細 き威 を畳へしめ る。

之れに依 つて見 るに杉造林地(挿 木杉)に 天 然生 イチガカシが侵 入せ し場合 は杉の

生長 には大 なる影響な くして イチヰガ シの樹形 を整 へしめる傾 向あ りて、十年生迄

は樹 高に も大差な く両 樹種 を共生せ しめ得 べ く、尚現状の如 き生立本数 の關係 よウ

將來 を想像 するに 今術 十年 間は樹種 的には大 なる優劣 を生ぜ ざるべ く、被壓 せ られ

)Illiる杉は將來間伐 して利用 し得 ると考へ らる。但 し イチヰガシ を人工植栽 して杉 と

共生せしむ ることに關 しては正確な る資料 を有せ ざる故言及 し得 ない。

第 三 節 イチヰガシ、ヒノ キ、並にイチヰガ シ、クロマツ 混渚林 と

イチヰガシ単純 林 この生長比較(長 尾國有彬)

イチヰガ シとヒノキ 並に イチヰガシとクロマツの列状混淆 植栽林が成林上如何な

る結果 を示 すか、叉之れを イチヰガ シ単純 林 仕立の ものに比較 して其の優劣 を調査

したのである。

第 一 調査地の概 況と既往の取扱方並 に調査結果

國有林 は 宮崎縣北諸縣郡山田村 字長尾にあ うて 高崎営林 署山田担當匿 管内霧島事

業匿Io林 班b小 班 にある。今 回調査せ し林地 は ヒノキ、/チ ヰガシ混淆林 と之れに

樹照すべ き イチヰガ シ純林、並にク ロマ ツ、イチヰガシ混淆 林 と之れに対照 すべ き

イチヰガシ純林の四区 よう成 帆 四区共長方形にて上下 左右に正 しく相接 して並び、

海抜約400mで 上方は山脊 にて ヒノキ造林地 に、其他はカシ類幼齢造林地 にて境せ

られ比較 すべ き林地は同一條件 の立地 であ る。林地の方 向は何れ もsswに ,Lて 地質



は中世層に驕 し之れ を掩ふ 土壌 は 火山茨及礫 にして深 く、結合度は軟、湿度 は適潤

にして良好 な林地である。上部たる第三匪 イチヰガシ、ク ロマ ツ混淆及び之れに西接

する第四匪 イチヰガ シ純林は傾斜25。 内外なる翰 第三匿の下位 に接す る第 一匹 イ

チヰガシ、 ヒノキ混淆 及び之れが西に接 す る第二匿 イチヰガシ純林 は傾斜緩 こな う

20。内外である。術面積 は 各区共oゆ8ha宛 であ る。林内の状況 は何れ も林冠密なる

爲僅少の草類 を見 るに過 ぎない 。

本林は イチヰガシ、 ヒノキ並に イチヰガシ、 ク ロマ ツの列状混植が如何なる成果

を齎 らすや を試験せんが爲 四区共大正十四年三 月入 日植栽 し、両 來暫 くの間試験地
'
として取扱はれ しものなるが 現在施業案にては 普 通施業地 こな り、昭和九年以來特

別 なる調査 を行はず 今 日に至れ るものであ るが、試 験地た うし關係上 既往の取扱並

に成果明瞭 な る故今 回調査 しで 其の後の経過 を探 り一切の事情 を閲明せん としたの

であ る。'

(イ)植 栽方法 と撫育(大 正十四年 三月)

植栽は大正十四年三月であ る。苗木は都城営林 署大迫苗圃養成のもの で イチヰガシ

は二年生 ・ヒノ・キは三年生、ク ロマツは二年生苗 を用ひた。植付 の前 日大迫苗圃にて

髪根 を損傷せざる機町摩 に堀 取 り良苗 を選び イチヰガシ は葉の摘去或は樹幹の切断

をなし各樹種共sooo本 を以 て一 束 とし充分灘潤せ る苔 を根部 に入れ敏速に結束 して

即 日山床 に運搬 しだの である。植 付は 地表の障害物 を除 き表 土 を剥 ぎ直径 一尺深 さ

一 尺に穴堀を行ひ石礫 其他の障害物 を去り 苗木 は30-50本 宛古 薦或はバ ケツに入れ

て乾燥 を防 ぎ植付の際 に損傷せ ざる様注 意し、叉幹 を直立せ しめて根 を 四方に援げ

土壌 にて埋め良 く踏み付け 更に掻除 きたる雑物表土は裏返 しして 周園に敷 き乾燥 を

防 ぎ町摩 に植付けたのであ る。

第一.区4チ ヰガシ、ヒノキ混淆(面 積o.08ha)は 列状に交互 に植 へ併せて一町歩4320

本植 こし列歎合計8個 である。且植栽せ る4チ ヰガ シは 幹部 を Ⅱ/2切断せ る苗木 を

用 ひた。第二区イチヰガシ 純林(面 積o.08ha)は 第一旺 と同一疎密にて比較 す る爲

一町歩4320本 植 としイチヰガシ は幹部 を1/2切 断せ るもの 及び全葉摘去せる苗木 を

併用 し列歎 は8個 である。第 三匿 イチヰガシ、クロ マ ツ混淆(面 積o.08ha)は 列歌に



交互に植 へ併せて一町歩6000本 植 とし列数合計9個 である。而 して植栽せ るイチヰ

ガシは全葉 を摘去せ る苗木 を用ひた。第四匿 イチヰガシ 純林(面 積o・08ha)は 第三

匪 ご比較す る爲一町歩6000本 植 とし列数は9個 で苗木は幹部1/2切 断のもの、 全葉

摘去の ものを併用 した。

尚植栽當 日(三 月入 日)の 天候は晴にて温度72。 にて一 日にて絡了 した。

而 して其後に於け る手入撫育の状況 は次の標である。

大 正十四年三月試験 を開始 し、 同年七月 よう昭和六年入月迄毎年一回計 七回手入

を施行 し、蔓切は昭和七年、入年、九年、十二年に各一回計 四回行 つた。

(ロ)都 城営林 署調査(昭 和三年四月)

本林地は試験地なうし爲大正十四年三月殖栽後怠らす手入を受け生長し居 りて昭

和三年四月十二 日(満 三年後)都 城営林 署 にて調査せ る結果は次の様 である。

イチ ヰガ シ、ヒノ キ並 に イ チヰガ シ、ク ロマ ツ

混溝林 とイ チヰガ シ単純 林 との生 長 比較表 (昭 和 三 年都城営林署調)
第三十一表

上表は調査 せる 標準木数僅少 にして 正確なるものにあらざるも當時に於け る生長

の概 況は窺ひ知 ることが出來 る。即 ち第 一匿第 三区共 ヒノ キ、ク ロマツ は イチヰガ

シより遙に大 に して針葉樹は甚だ優勢 で且 ヒノキ、 ク ロマ ツの樹 高は絵 う差異がな

い。叉此の時代には針葉樹 と混淆 せ る イチヰガシ も之れ と比較 すべ き単純 林のイチ

ヰガシも其の生長には大差 な く針葉樹の影響は未だ 現 はれて居 ない。術植栽に當 り

苗木の樹幹壱切噺の もの も全葉摘去の ものも樹高には大 なる差異 を示 して居 らない ♂



(ノ、)白 倉秋也氏調査(昭 和六年)

熊本営林 局技手 白倉秋也氏の 調査 に係 るもので 第一区 第三匿 共針葉樹 は 夫 々四

列、 イチヰガシは其の間の三列を調査 し、叉第二匿、第 四匿 イチヰガシ純林 は夫々

四列調査 したの である。其(孕結 果の要領 を示せぱ次の通bで あ る。(参考書15・S・876)

イ チヰガ シ、 ヒノ キ並 に イチ ヰガ シ、 ク ロマ ツ

混溝 林 と イチヰガ シ単純 林 との生 長比 較 表

(昭和六年白倉氏調)第 三十二表

上表を見 るに ヒノキご混淆 する イチヰガシ(第 一匿)は単純 林 の イチヰガシ(第 二

一竈)に 比 し樹高、胸高直径、根元直径、枝下高、樹冠直径共生長良好 で大 なる数字を

示 して居 る。然 し之れ を ヒノ キ の生長 に比較 すれば各項共 ヒノキの方遙か に旺盛で

追從 を許 さない状況 であ る。例へば平均樹 高に於 て ヒノキは3.81mな るに之れ と混

清 するイチヰガシは3・2gm・単純 林の イチヰガシ は2・81mで あう。次 にクnマ ツ

と混淆 せ る イチヰガシ(第 三匿)は 之れ と比較 すべ き単純林の イチヰガシ(第 四区)

よウ樹 高、胸高直径、根本直径、枝下高、樹冠直径共生長良好であ る。然 し混淆 せ る

クロマツに比較 すれば其の生長 は各項共甚だ し くク ロマ ツに劣 るのである。叉 ヒノ

キとク ロマ ツとの生長 を対照 す るに樹 高は ヒノキ精 高 きも直径 は クロマ ツの方精太

く未だ大な る差異 を認めない。次 に 第一匿 の イチヰガシと第三甚のイチヰガシを比

較 すれば第一匹 の方優良であ點 第二匿の イチヰガシと第四匿 の イチヰガシ とを比

較 すれば第二琶の方優良である。之れは第一匹 第二匪 は 第三区第四匿の下部 に接 し



立地的 に幾分良好 なることを物語 るもの と思ふ。

之れ を要す るに大正十四年春植栽 し昭和三年春に於 ても昭和六年春 に於て もヒノ

キ、クロマ ツはイチヰガシより 遙に優勢 にして 針葉樹 と混溝せ る イチヰガシは昭和

六年に至 りて単純 林 のイチヰガ シより生長稽優つて來 た様 認め られ る。

(二)高 崎営林 署調査(昭 和九年)

昭和九年三月 に行へる本調査 は 第一匿(イ チヰガ シ、ヒノ キ混溝)と 第三匿(イ チ

ヰガ シ、クロマツ 混溝)に 就 いてのみ行 つた ものであ る。一般 に公表 された るものに

あ らざるも 施業上の参考資料 として 高崎営林 署 に保存せ らる。本調査 は先 獣 ζ昭和

六年三月自倉氏の調査事項 に準 じて行はれ 昭和六年 以後三ケ年 間の 生長 を明かに し

だ もので其の結果は第 三十三表 の通 りであ る。

イチヰ ガ シ、ヒノ キ混淆 林 イチ ヰガ シ、ク ロマ ツ混淆 林 との生 長 比較 表

(昭和九年高崎管林署調)・ 第三十三表

本表 を見 るに第一画 に於 ては 最 近 三 ケ年 間の樹 高生 長 は4チ ヰガ シ3.G6m、 ヒノ

キJ.ggmに して平 均樹 高 もイチ ヰガ シ精 高 き も直径生 長 はイチヰガシ3.02cm、 ヒノ



キ3.56cmに して平均直径 もヒノキの方遙か に大である。第三遮 に於ては最近三ケ年

間の樹 高生長は イチヰガシ2.34m、 クnマ ツ2.28mに して大差 なきも平均樹高は

術 ク ロマッの方o・57m大 であ る。胸高直径 に於 ても最近三 ケ年 間の生長量は イチヰ

ガシ2.61cm、 クロマツ3.13cmに して ク ロマ ツ の方大 にして平均直径 もクロマツ

の方遙 に太 い。次に 第一区のイチヰガ シと第三匿 のイチヰガシとの生長 を比較 する

に 第一区の ものは 平均樹高 に於 て1.・4m、 平均 直径 に於 てo.8cmだ け大 な る生長

を途げて居 る。之れは主 として立地 の差異 より來 る もの と認め らる。

第 二 今 回 の 調 査 結 果 と批 判

昭和九年高崎営林 署 にて 前記 の調査 をなせ る際 既 に林木鬱閉 して相互の競 り合 ひ

甚 だしか りし故同年三月 イチヰガ シの生長 を掬制す るヒノキ4本 の梢頭約40cmを

切断 し、叉ク ロマ ツ26本 を間伐せ ることあ りしも極めて滑極的措置に して其後 も依

然 として生存競争 を続け 今 回(昭 和十四年入月)の 調査 に於 ては列歌 に混溝せ るヒノ

キとイチヰガシ 及ク ロマツとイチヰガシは次第 に其の優劣 を判然 ε示 し來 り昭和九

年 の胱態 に大 な る憂化 を興へた もの もある。

而 して昭和九年高崎営林 署の調査は針葉樹 ご イチヰガシ との混淆 林(第 一匿 第三

冒区)に 限 られ しも本調査に於 ては 混溝林に比較 すべ き イチヰガ シ単純 林(第 二旺 第

四甚)を も併 せて調査 した。

尚今 回の調査 に際 しては林木 は既に生長して平均樹高大凡8-lomに 及ぶ故根 元

直径の測定 を省略 せるのみな らす、林相過密にして枝下並 に樹冠 の直径 は 甚だ不法

正を呈せ る故測定せず樹高、胸高直径のみ測定 し其他は一般的に観察す るに止めた。

1)調 査 結 果

今 回調査せ る径級 別本数材積 は 第三十四表の通 りにして更 らに 昭和九年以後 の生

長量 を示せば第三十五表の機であ る。



イチ ヰガ シ、 ヒノ キ 並 に イチヰカ シ、 ク ロマ ツ混 溝林 とイチヰ ガ シ

単純林 の樹 種 別 直径 別本数 材1積表(昭 和十 四年調)・ 第三十四表



本調査の結果 より高崎営林 署調査(昭 和九年)以 後、生長量調表

第三十五表

本調 査 の結 果 を見 るに 第 一区 に於て は最近 五 ケ年 牛 間 に於 け る 樹 高生 長量 は イチ

ヰガシ、 ヒノ キ共3.60m内 外 に て相 互 に競 り合 ひ平 均樹 高 に 於 ては イ チヰ ガ シo.56

m高 き も胸 高直 径 に於 ては最近 五 ケ年 半 の生長 量 はイチヰガシ4.77cm、 ヒノ キ3.21

cmに して イチヰ ガ シ大 な る も平均 直径 に於 ては ヒノ キの方L28cm大なり 。 第 三区

に於 ては最近 五 ケ年 牛 に於 け る樹 高生 長量 はイチヰガシ4.26m、 ク ロマ ツ4.46mに

むて殆 ん ど相等 し く平 均樹 高は 今尚 ク ロマ ツの方o.77m高v。 胸 高 直径 に於 ては最

近 五 ケ年 牛 の生 長 量 は イチヰ ガ シ4.g4cm、 ク ロマ ツ4.16cmに して イ チヰ ガ シの

方 旺盛 な るも・ 平均 直径 に於 ては依 然 として ク ロマ ツの方2・81cm太 くして優勢 で

あ る。 即 ち 今 街 イ チヰ ガ シは樹 高 に於 て も直径 に於て も総生 長 量 は ク ロ マ ツに劣 つ

て居 る。 平均樹 高 は 別 項樹 高調査 に掲 ぐる如 く多 数 の標準 木 よ う樹 種 毎の樹 高 曲線

を作 り算定 しだ 。



從つて昭和九年施行せ る ヒノキ 四本の梢頭部切噺 は直接平均樹高の計算には影響

な きも間伐せ しク ロマツ26本 は當時生長良好な りしものに付現在平均樹高、平均直

径 には幾分 の影響 を與へ居 る筈 なるも本数 少な き故総平均 には 著 しき影響 を與へ て

居 ら澱。 次 に 第一区 及 第二匿 の イチヰガシ に付樹高 を比較するに最近五 ケ年牛 に

第一区 の ものは3.61m、 第三匹 の ものは4.26m生 長せ るも 平均樹高は 第一の方

o.39M大 である。直径 に於ては最近五 ケ年牛の生長量第一"区は4.77cm・ 第三区 は

4.94cmに て殆ん ど差異 な く、平均直径 は第一雇 は1α51cm、 第三匪 は9.88mに て

第 一区 の方術大 であ る。

以上は数字的結果 な るも以下更 らに林相の實態 と其の推移 に より針葉樹 とイチヰ

ガ シとの混淆 の適否 に付考察す ることゝす る。

2)ヒ ノキ並 にク ロマツと列状に混淆 せ る場合 の4チ ヰガシの

樹高生長及 び樹形

イチヰガシと針葉樹 と列状 に混植 を行 へ る場合は植栽後数年乃至十藪年間は樹高、

直径共針葉樹の方生長旺盛 にして 且針葉樹 の爲 イチヰガシは側歴 を受 くること多 く

通直 にして太 き枝少な く、下 枝枯れ上 り易 く且 つ枝 は普 通の場合 よう幹 に封 むて幾

分鏡角 に出て、 叉枝端上方 に湾曲 して 光線 を求む る姿態 を爲 し易 く、從つて枝下長

く、一般 に細長 き幹形 をなすのであ る。 此の關係 を調査せんが爲 附属表第四號、同

五號 の如 く第一 区イチヰガシ43本 、 ヒノキ42本 、第二画 イチヰガシgo本 、第三匿

イチヰガシ38本 、ク ロマ ツ34本 、第四区 イチヰガシg6本より 樹高曲線を求めた る

に第六 圖の如 き結果 を得た。 此の曲線 より各樹種 の直径 に対する 樹 高を求むれば第

三十六表の様であ る。

第一区 ご第二琶 とは地位全 く同一 にして植栽本数 も共に一町歩4320本 である。而'

して 同直径 に対する イチヰガシの樹高は 第一匪 が 第三匿より 大 で 直痙IOcmに て

Imの 差が ある。換言すれば 第一匪 は第三匿より 細長 き樹幹 をなして居 る。 叉第三
層

匪 ご第 四匪 とは地位 同一p.}eして植 栽本数 も共 に一町 歩6000本 で あ る。

而 して 同直径 に対する イチ ヰ ガ シ の樹 高 は第 三匿 が 第 四匿より 大 に して直径Io

cmに てImの 差 を生 じて居 る。之 れ を要 す るに イチ ヰガ シ は ヒノ キ と列駅混 植 の



高 崎営林 署 長 尾 國 有 林 に 於 け る

イ チ ヰ ガ シ、ヒ ノ キ、ク ロ マ ツ 樹 高 曲 線 圖
第六圖



イ チヰ ガ シ、 ヒノ キ、 ク ロマ ツ直径 別樹 高調 表 第三十六表

場合 も、ク ロマツと列状 混植 の場合 も イチヰガシ単純 林の場合 よむ同一胸高直径に

対し樹 高が高 いのである。両 注意すべ きことは 第二区、第四匿 共夫 々第一匿、第三

'区に隣接す る附近 に於ては 針葉樹の影響 を受 け樹 高生長良好な ることを測定の際威

じ得たのである。以上 よめして鬱閉 を密 にすれば枝の籏張 を抑制 して 細長 き樹 幹 を

造 らむむ る傾 向があ る。然 るに第二匝(4320本 植)の 樹高が第四匿(6∞o本 植)の 樹

高 より幾分高 きは立地の關係 によるものであつて實況 よりも想像 し得 る所であ る。

術閑却 し難 き点は イチヰガ シは用材を目的 こす るものに して正 しき樹形は最 も重要 ,

な る生産條件 であ る。針葉樹 との混植が 樹高生長 を促 すのみ な らす 枝籏 ムを掬制 し

て細枝 のみ着生 し、通直に して 枝節少 なき樹幹 をなす こごは 將來 良質 に して用材率

多 き林分の素地 を作 るものであ る。

3)イ チヰガ シ、 ヒノキ並 にイチヰガシ、ク ロマ ツ列状

混植の場合 に於け る相互 の競 う合 ひ關係

大正十 四年植栽第一区 ヒノキ、 イチヰガシは 三年生苗、第三匿 クロマツ、イチヰ

ガシは二年生 苗を植栽 む昭和三年、同六年 、同九年並に本調査(同 十四年)の 結果 を

対照し先づ ヒノ キ、イチヰガシの競合状 態を考メ、るに、植栽後 ヒノキ は直 ちに樹 高



生 長を 始開するも イチヰガ シは根系の 登達 に年 月を要 し 漸次生長を促進 す る爲満

三年生頃に於 ては ヒノキの方遙に高 く、満六年生に於 ても イチヰガシ は未だ ヒノキ

に及ばざるこご約50cmな るも、満九年生 に於ては既に ヒノキを凌駕 し満十四年生

に於 ても依 然優勢を示 して居 るが胸高直径 は絡始 ヒノキに劣 り今尚約1.3cmの 差が

あ る。然 し樹種の競 う合 ひは 直径 よりも樹高 に よウて 優劣の決定 を見 るもの にして

ヒノキは平均樹高に於 てo.50m内 外劣bて 五年以上 も被壓 され氣味な る爲現在は イ

チヰガシの方優勢にして 此儘放 置せば年 と共に イチヰガ シの爲 に歴せ らる 数ゝ を増

加 する様考へ らる。現在林 の取扱 ひ としては鬱閉 除 うに過密 なる故此の際 イチヰガ

シの生長 に關孫な き優良の ヒノキは残存 し、厘せ られつ ゝある ヒノ キ の一部並びに

イチヰガシ の生 長を抑制 しつ ゝあ るもの を間伐 し併せ て イチヰガシに も間伐 を加へ

以て將來優良なるイチヰガシを主 とす る林分 に誘導するの要があ る。

次 にク ロマ ツとイチヰガ シ との競 め合 ひ状態 を考察す るに イチヰガ シは ヒノキの

場合同様最 初の生長極め て遅々た るに反し、 ク ロマツ は植栽後直 ちに生長 を始め且

満6-7年 生 頃より 樹高生長旺盛 な る故 イチヰガ シの樹高は常に劣 り現在満14年 生

に於て もo.77m低 く直径生長 に於 て も略々同様の脛路 を辿 りて現在2。81cm細v。

此の数字 よ り見 る時は イチヰガシ は ク ロマツ に被壓 されつ ゝあ うて 結局ク ロマ ツ

を圭 ごす る林分 こなるが如 く威ぜ らるゝも實況は然 らず して被壓 に耐へ る イチヰガ

シは陽樹 た るクロマツ の 林下 にて充分生長 し得 るのみな らず 幼時はクロマ ツの爲樹

高生長は反つて促進せ られ、 競 り合ひを生 じて後 も樹勢衰 へす 漸次 ク ロマツに追ひ

着かん とす る状勢 を示 し、ク ロマツは 其の下枝 をイチヰガシの 爲塵せ られ て樹冠上

部 に偏 しつ ゝあ る故今後歎年 を経んか 樹高生長、 直径生長共急に衰へ將來 は結局 イ

チヰガシを主 とす る林分 に墾ず るもの と考へ らる。 尚本林今後の取扱 ひ方は 現在欝

閉過密なる故 イチヰガシを甚 しく塵 しつゝ ある クロマツ並 に イチヰガ シの内間伐す

べ きものを除 く必要 がある。

之れを要 す るに本 林地 の如 き箇所に ヒノキ 或はク ロマツと列歌混溝 を行へば、最

初は針葉樹の生 長旺盛な るも ヒノキ に於 ては8-9年 生頃 より・ク ロマ ツに於 ては

15年 生 頃より イチヰガシ と競 り合ひを始め漸次烈 しくなり針葉樹 を被壓 す るに至 り



將來は結局 イチヰガシ を主林木 とす る林分 に鍵化す るもの と認め らる。而 して針葉

樹 の大部分 は間伐材 こして利用 し得 る故是等 の列状混植は イチヰガシ林造成上経濟

的に不利益 にあ らざる様考へ らる◎両 イチヰガ シの如 き特殊用材は多少の不利益 を

忍びて も國家的見地 より良質の もの を造成 すべ きである。

4)調 査林分 と手入撫育關係

是等 第一区 よウ第四匿迄の奮試験地 は現在普通施業地 とな り近時は放置 され居 る

も、曾 ては試験地 として手入 を行 ひた る故何れ も イチヰガシ林 を形成 し將來 も優良

な るイチヰガ シ林に生長 し行 くことは疑ひなき所 であ る。

普通 の イチヰガシ造林地の不成績 と併せ考ふ る時本林が現状 を呈 するは町摩 に植

栽せ し事 も一因なるも大部分 は幼時良 く手入 を施行せ る爲に して 手入撫育を怠 らざ

ればイチヰガシ造林地は成林 す るを疑 はざ るものであ る。

第三章 更 新 地 の 成林 と手 入 並 に

疎密 度 に關 す る研 究

第 一 節 造林地の放置と手入施行の効果

古 き イチヰガ シ試験地 にして手入 を歎回適當に施行せ るものは何れ も今 日成林 し

てイチヰガ シ林 を形成 せるに反 し・既往 に於ける普通のイチヰガシ造林地は手入不足

の爲不成績造林地 こなれ るもの甚だ多 きことは 屡 々述べた所 であ る。 今手入施行の

程度 が其の効 果に與 ふる影響を調査せん とし、 次の 二封四箇所並に別 に二箇所 の調

査 を行 つた 。即 ち高岡営林 署 管内宮崎縣東諸縣郡高岡町去川國有林高岡事業区17v)

17と 、及び15は 、16は で夫 々一劃の比較地 をなして居つ て、比較地は相互 に林地

の方向、傾斜等立地 條件 が 同一であることを條 件 として選定 した。 別の二箇所は同

去川國有林高岡事業区16う と高鍋営林 署管内宮崎縣 児湯郡 木城村尾鈴國有林石河

内事業庭18ろ である。



第 一 高 岡営林 署 管 内 の調 査 地

高 岡営林 署 管 内 の もの は 前記i7い 、17と 及び15は 、16は の 二 封 の比 較調 査

地及び16う にして其の地況並 に手入關係等 を記 すれば第三十七表の様 であ る。

去川 國有 林ISは 、16ろ は17v・ ご 地 況 表

第三十七表

去川國有林16は17い ・手入回数及経費表 第三+八表

1)去 川國有林17い ・及17ご

第三十七表の如 く17Sは 昭和二年度伐採跡地で今 日迄全 く天然の儘 に放 置され尤

区域 で12年 生であ り、17い は伐探跡地 に対し 昭和五年二月人工植栽 を行へ る所で

九年生であ る。 植栽本数はha當 り1500本 植 で 内 シラカ シgoo本 、 イチヰガシ

600本 の割である。手入は新植の年 より連年二 回五年 目(昭 和九年)に 一回計三回施

行 されたのであ るが其の手入費は平均一haに 付第一回5圓51、 第 二回2圓5g、 第

三回4圓42で あ る故町峰 に手入 されnと は決 して認め られない。17v・ は9年 生 で

17と は12年 生 であ る故 伐採前の林相は大差 なきも直接雨小垂の本敷材積 を比較す

るに適せざ るも其の点を考 慮すれば対象 し得 るのであ る。 尚標準地は17い に対し



去 川 國 有 林17v・ と 樹 種 別、 直 径 別 本 数 材 積 表

17林 班 と 小 班 天 然 放 置 区 調 査 面 積o・410ha
第 三 十 九 表

17林 班v・ 小 班 人 工 植 栽 地 調 査 面 積o・385ha

備 考 ゴチックハ 「イチヰガシ」樹高及材積

普 通 学 ハ 其 他 ノ 同 同



帯 状 標 準 地 調 査 に 依 る 去 川 國 有 林17と 樹 種 別、樹 高 別 本 数 表

(直 径Icm以 下 ノ毛 ノ)備 考(4mXI25m=O・05ha) 第 四 十 表



(直 径ICm以 下 ノモ ノ稚 樹 モ含 ム)

帯 状 標 準 地 調 査 に 依 る 去 川 國 有 林17い 樹 種 別、樹 高 別 本 数 表

備 考4m×93m謂o・0372ha 第 四 十 一 表



高 岡営林 署 去 川 國 有 林(17の

樹 種 別 直 径 別ha.當 リ 本 数 及 材 積 圖 第七圖

昭 和5年2月 カ ジ 植 栽 地

調 査 面 積0.385ha.

昭和13年8月 調査

総本数5899本

総材積27.21m3

(但 胸 脛2cm以 上)

胸 高 直 径



高 岡営林 署 去 川 國 有 林(17と)

樹 種 別 直 径 別ha.當 リ 本 数 及 材 積 圖

昭 和2年 度 天 然 生 育 地

調 査 面 積0.410ha.

昭和13年8月 調査

総 本数10703本

3(但 胸脛2cm以上)
縛材積72。36m



てはo.385ha、17と に対し てはo.4iohaを 設 け何れ も峯附近 よう漢 附近迄長方形

に近 き区域 を選び 立地上 よめ來 る差異 を少 くした。其の調査結果は 第三十九表 ・第

四十表、第四十一表及 び 第七圖 第入圖の通 うに して 第 四十表二、第四十一表は幅4m

長 さ125mの 帯駿標準地に依 る胸高直径lcm以 下(樹 高3m以 下)の 幼稚樹1ζ關す

る調査で、 其他の表圖は 毎木調査に依 る胸高直径Icm以 上の林木に關す るもので

あ る。

調査結果に依 れば胸高直径Icn1以 上の ものに關 しては17v・(9年 生 人工造林地)

はha當り 本敷58gg本 材積27m3で 内イチヰガシは僅かに直径6cm以 下の ものの

みでha當りI51本 、材積o.26m3に 過 ぎない 。其他 カシ類 は748本 、2.64m3を 含 む

而 して シヒは最 も優勢で直径太 きもの多 く総材積 の44%を 占めて居 るに反 し、17ご

(12年 生天然放置)はha當り 本数Io703本 材積72m3で 本敷材積共遙か に多 く其

の丙イチヰガシは241本 材積o.65m3で ある。`叉其他カシ類 は339本 、1.18m3で あ

る。而 して17と の 内最優勢な るものは 皆伐 と共に侵入せ し陽性の アカメガ シノ㍉

カ ラスザ ンセウに して既に径級 大なるもの多 く総材積の55%を 占め之れを除けばha

當 り材積 は約33m3と な る。而 してシヒは僅少でタブノキ、ザ ツは相當優勢であ る。

之れを比較す るに17い の手入 に當り ては アカメガ シヘ カラスザ ンセウを伐採

せ しもの ゝ如 く之れが爲 シヒ の侵入 に機會 を與へπ様 に思はれ る。不充分 なる手入

を三回位 申講的に施行 して 其後放置 し尤場合は 殆んご手入の効果は現 はれて居ない

と云へる。

2)去 川國有林15は こ16は

第三十七表の如 く ・5は は大正十 三年度伐採跡地 で天然に放置 された ものであ る。

16は は昭和三年二月伐探跡地に植 栽 され】セもので植栽本撒はha當 り1600本 内 シ

ラカシ960本 、イチヰガシ640本 であ る。 手入は新植の年 より二回 蔓切は7年 目

(昭和九年)一 回行はれて居 るが其の手入費 はha當り 第一回3圓57、 第二回3圓OI

で蔓切 は2圓36で ある。故極 めて粗末の ものである。而 して15は(天 然放置)は

IS年 生、16は(造 林地)はII年 生で4年 の差異があ る。 雨小班に付調査せ し面積

は15は はo.330ha、16は はo.2iohaで 何れ も峯附近 よウ漢近附迄 を含む 細長 き標



準地 とし直径Icm以 下(樹 高3m以 下)の 幼稚樹の調査は 帯状標準地 に依b其 他

直径Icm以 上は毎木調査 を行 つた其等 の結果 は第 四十二表、第 四十三表、第四十四

表、第 九圖及第十圖の通ゆ である。

調査結巣 によれば直径Icm以 上の もの に付 きては15は(15年 生天然放 置)は

ha當 り本数Io896本 材積68m3で 内 イチヰガシは本数239本 ・材積o・78m3で あ

る。而 して本区域 は シヒの発生 豊富 にして径級太 く全材積の36%を 占め之れに次

ぎて其他 カシ類15%、 アカメガ シハ、 カラスザ ンセウ15%・ 落葉 ザ ツ15%を 有

して居 る。次 に16は(II年 生造林地)はha當 り本数12651本 、材積5gm3で 内

イチヰガシは本数Igo本 、材積o.2gm3で あ る。而 して本区域 もyヒ 優勢に して径

級太 く全材積の30%を 占め、之れに次 ぎては 其他カ シ類20%、 アカメガ シバ、カ

ラスザ ンセ ウ18%で あ る。

此の雨小班 を比較す るに15は は ジヒ旺盛にして 皆伐後アカメガシヘ カラスザ

ンセウの侵入甚 しか らざbし 故16は と林相上の差異少 な く僅少の経費にて手入二

回、蔓切一回施行せ し効果は殆んざ認め られ ない。 必覧 す るに造林 された イチヰガ

シは普通枯損歩合多 きものなれば 補植の要 あ るに之れを行 はす、 叉適 當に手入 を施

行せざ うし故 假 令苗木は活着せ るも最初生 活力弱 く生長遅 き時期に漸次被壓 せ られ

次第 に本敷 を減 じた るもの と考 へ らる。

要す るに申鐸的に手入 を 二三回施行 して 其後放置せば其の効果は殆 ど無 きことを

示 す ものであつて、從來 所謂不成績造林地 と稽せ らるゝものは 此の類 に属す るもの
・1

が多い。

3)去 川 國 有 林16ろ

16ろ は16は 同様 昭和三年二月伐探 跡地にha當 り16∞ 本 の割で イチヰガシ

の人工植栽 をなせ る所である。從つて現在12年 生造林地 であ る。造林毫帳 によれば

手 入は新植の年より 蓮年二回、昭和II年 第三回施行 し、蔓 切は昭和9年 に第一回・

同12年 に第二回 を行ひ、其の経費 はha當 う第一回手入3圓57、 第二回手入3圓OI

第三回手入経費なし、ag-一 回蔓切2圓36第 二回手入4圓83で ある。 以上は16ろ

全小班の記載 にて 斯か る手入撫育費 を投ぜ しのみ なる故 良好の造林の成績 を墨げ居



去 川 國 有 林15は16は 樹 種 別、直 径 別 本 数 及 材 積 表

15林 班 は 小 班 天 然 放 置 区 調 査 面 積o・330ha 第 四 十 二 表

:6林 班 は 小 班 人 工 植 栽 地 調 査 面 積o●210ha

備 考 ゴチツクハ 「イチヰガシ」樹高及材積

普通字ハ 其 他 同 同



(直径Icm以 下 ノモノ及稚樹モ含 ム)

帯 状 標 準 地 調 査 に 依 る 去 川 國 有 林15は 樹 種 別、樹 高 別 本 数 表

備 考4m×80m=o.032ha 第 四 十 三 表



帯 状 標 準 地 調 査 に 依 る 去 川 國 有 林16は 樹 種 別、樹 高 別本数 表

(直径Icm以 下 ノモノ及稚樹モ含ム) 備 考4m×50m=o・020ha 第 四 十 四 表

(備 考)第 二区(下 部)ノ 各樹種本数僅少ナ〃ハ直径2cm以 上 ノeノ 比較的本数多 ク、土地良好ニシテ凹地チナ シ 「アカメガγハ」其他ノ大擾級木 ノ占領スル所 トナVタ メナ リ。



高 岡営林 署 去 川 國 有 林(15に)

.第 九 圖

樹 種 別 直 径 別ha.當 リ 本 数 及 材 積 圖

大 正13年 度 天 然 生 育 地

調 査 面 積0。330ha.

昭和13年8月 調査



高 岡営林 署 去 川 國 有 林(16
第十圖

樹 種 別 直 径 別ha,當 リ 本 数 及 材 積 圖

昭 和3年2月 カ シ 植 栽 地 ・

調 査 面 積0.210ha.一

昭和13年8月 調査

総本数12651;F

総材 積59.2gm3

凡 例



調 査 面 積o・210ha

去 川 國 有 林16ろ 樹 種 別、直 径 別本数 及 材 積 表

第 四 十 五 表



高 岡営林 署 去 川 國 有 林(16ろ)
第 十 一 圖.

樹 種 別 直 径 別ha.當 リ 本 数 及 材 積 圖t

,昭 和2年 度(3年2月)

カ シ 植 栽 地

調 査 面 積0.210ha,

昭和14年6月 調 査

総 本 数8739本

(但 胸径2cm以上)

総材 積44。4gm3



らざ るも本調査箇所 は從來 イチヰガシ共他 カ シ類の稚樹生立 し居 ムし故手入の際特

に町峰 に施行 し且適宜署員が局部的 に手入蔓切 を行ひ 撫育 し來れ る爲良好 な造林地

となれ る所であ る。而 して其の内標準地o.210haを 選び調査 した る結 果は 第 四十五

表、第十一圖の通 うであ る。

調査結果に よればha當り 本数8739本 、材積44m3で 内・・Sチヰガ シ557本 、2・Im3

其他 カシ類1353本 、5.8m3を 占めて居 る。而 してイスノ キは甚だ少 くアカメガシノ・・

'カ ラスザ ンセウ亦少 な く幾分 シヒ、 タブノキが優勢 な位 で其他は ザ ツ である。イチ

・ヰガ シ其他 カ シ類は生育旺盛に して立派な幼齢造林地 をな し夫等 が他の樹種 との共

生状態 も良 く調和 を得て居つて 將來盆々優良なる生 長を持続 し得 る様 認め らる。斯 く良

好 なる造林地 とな りし事は 人工植栽地 にも拘 らす 天 然生稚樹及萌芽豊富 にして更新 く良

後手入 に際 し自然町噸 に行はれ 其後 も局部的 に適宜手入除伐 を施行 し來 れる 署員の

親切に依 るものである。

註 更に調査地(o.210ha)に 現存 す る イチヰガシ直径2cm以 上の幼樹II7本 ・

及び直径Icmの 稚樹46本 計163本 に付植栽木 と天然生木 とを区別 して調

査せ しに植栽木72本 、天然生木91本 となつだ。 之れ よ り見 て上記の点が考

へ られ る。(第 二編 第一章 第二、第二十表の一参照)

第 二 高 鍋営林 署 管 内 尾 鈴 國 有 林

高鍋管林署 尾鈴國有林親察中 イ チヰガシ 人工植栽地 にて梢 見 るべ きものあ うしに

よう調査 せ しに次の如 き結果 を得た。

a)位 置、地況並 に既往の取扱

尾鈴國有林石河内事業匿18ろ は宮崎縣見湯郡木城村 にあb。 小班面積 はo.51ha、

海抜高は約320m、 林地 の方向は 西北向、傾斜は緩、土壌 は深 くして適潤、結合度

は軟、土質は埴質壌 土であ る。 伐採跡地 にして 天然生育Io%の 見込 にて 昭和六年

三月イチヰガシIha當り2700本 の割に人工植栽 を行 つ7a。 苗木 は木城村高城苗圃

二年生苗 にて根廻b4-5cmの 所より 切断 し根の長 さは15cm位 に切b7aる もの を

用ひた。町摩に植栽 し補植 は施行せず、 手入 は新植の年 よう連年六回行ひ其の経費

は第 四十六表の機であ る。 。



尾鈴國有林18ろ 新植及手入關係及経費 第四十六表

b)現 況

昭和十三年入月調査 當時の状況は 次の通 りである。一般に不成績の もの多 き イチ

ヰガシニ年生苗人工植栽地に も拘 らず 林齢8年 生で其の間6回 手入せ られて居 る故

良好な る成績 を示 し第四十七表の如 く直径2cm以 上のイチヰガシha當 う528本 成

立 して居 る。造林の成績 は 其の原因一二 に止懐 らざ るを以 て 一概 に断定 し難 きも斯

か る程度の結果 を牧め得た るは 町峰に植栽せ ると植栽後八年間に比較的経費 を投 じ

て行 へ る6回 の手 入に依 るものなり と云 ひ得 る様考へ らる。

尚昭和九年 小林営林 署調製長尾國有林 カシ造林地試験成績概要 な る謄爲版刷の も

の あbて(墾 考書7)イ チヰガシ天 然造林地長 尾國有林28澱 面積7.44haに 關す

る次の記 事あ り。此の記事は イチヰガシが更新後数年間位 は被壓 せ られ なが ら辛ム

じて生存 し得 るこS並 に手入 の必要 なることを裏書す るもの と認めざ るを得 ない。
、

其の記事は次の様である。

『長尾國有林28澱 面積7.44ha-一 本造林地 は明治十三年 頃迄はイチヰガシを主

木 とす る亘木馨蒼た る美林な りしを當時優良 イチヰガ シの用材擇伐 をな し、次いで

明治三十 四年頃 残存老大木 の内用材 向の分を全部伐採せ り。降て 明治三十 六年其の

一部2 .80haに対し 人工補植 をなし造林地 に編入せ るも 明治四十三、四年前後迄は

本箇所 は 「キィチゴ」密生せ うと云ふ。両 後適當 なる手入蔓切施行 を続け 今 日の美林

を呈するに到れ り。云 々』因に其の林況を次 に掲げ る。



尾 鈴 國 有 林18林 班 ろ 小 班 内 樹 種 別 直 径 別本数 表 第 四十 七 表

(備 考)括 弧 内 の 数 字 は 保 残 木 な 示 す

(b)樹 種 別 樹 高 別 本 数(但 直径lcm以 下)帯 状 標 準 地 面 積4mx47m=o.o!88ha



標 準 地 に よ る 林 況 調 表(28澱)第 四十八表(参考 書7)

第 二 節 更新地 の疎 密度及手入 と成林 との關係(霧 島國有林)

從來林冠 の疎 密度が 天 然更新 に及ぼ す影響 に就い ては 幾多の試験 ある故、改めて

試験地 を設けす 既往に於ける成績 を吟味す ることゝし、又其の成績の如何は 下種襲

生後の手入關係 に依 る点 大 なる様認めた るを以て 其の点 に重 きを置 き次の調査地 を

選 定した。 即 ち調査地は大正元年 、 更新 と庇蔭度 との關係を調査す る爲設定せ る試

験地 にして 大正七年迄試験 を繊績せ しが其後は試験濟 こして 殆ん ど放 置の状態 とな

れ るものであ る。以上に よう試験地時代の手入撫育等の關係は明瞭であ る。 ヌ大正

七年 以後の取扱ひ も判 明せ るので本研究 には充分役立 ち得たのである。

第 一 調査地の概況 ご既往 の取扱 ひ方並 に調査結果

1.概 況 と既往の試験 及其の結果

調査せ る國有林 は 高崎営林 署管 内宮崎縣北諸縣郡西岳村 大字牛朧字霧島國有林霧

島事業区23林 班た小班内 にあ る。海抜高は380m、 傾斜20-30度 で北向の林地で

ある。土壌は火 山灰 と灰石 を含み 埴質壌土で深 く良好 の林地 であ る。 林分 は大 正元

年更新着手以來27年 を経過 し、樹種 はイ チヰガシ、其他 カシ類、 アヲガシ、アカメ

ガシバ を主 としガマズ ミ、エゴノ キ、 ミヅキ、 モク コク 等 を交へて居 る常緑澗葉樹

林であ る。

本國有林は イチヰガシ天然更新 に關 し残存すべ き保護樹 の鬱閉 度 を種々にして更

新關係を調査研究せん とし、 大 正元年度試験地 を設け三年度 より稚樹 の調査 を實行

した所である。 第一区 より第七区に分れ 各匿共面積0.Ihaと し、 保護樹の庇陰度

(鬱閉 度)は 第一號 第七號 は75%、 第二號 第六號は50%・ 第三號 第五號 は25%、

第 四號 は皆伐 即ち0%と し、所定の庇陰度 に鷹 じ主とし て雑木 を伐採 し母樹 とな り

得べ き イチヰガ シ は成 るべ く残存 し、伐採 木は試験地外に運び林地 を三本鍬にて掻



き起 し襲芽 を容易な らしめ 且伐採後毎年一回宛手入 を行ひ 手入 の際 は雑草木の刈梯

と共 に地表の掻起 しを爲 したのである。 斯 くして 下種伐後六箇年 を経過 して調査 し

一 ～る結果 は次の如 く山本 正夫技師:一 カシ類 更新法に關す る試験、林業試験彙報第三

號(大 正十年)及 び熊本営林 局:一管 内に於 け る造林試験及調査の概要前篇(昭 和五年)

(参 考書2)に 掲載の通り で 一反歩當り 稚樹本数は最多2539本 、最少491本 ・平均

1243本 で苗高平均26寸2、 根 周平均1寸3で あつた。

霧島國有林23た 各庇陰度区の稚樹本数表

(昭和三年度乃至七年度)第 四十九表

霧 島國有林23た 各庇陰度区内に於け る稚樹の生育状況表
・ 第 五 十 表

(林業試験彙報第三號抜葦)

而して庇陰の厚薄が 稚樹の生存並に大さに及ぼす影響は各区共に下種量異る故比

較し難きも一般の傾向としては稚樹の生存歩合は庇陰下に於て大で、 稚樹の生長は

無陰地に於て旺盛なうと云ふ結論である。以上山本正夫技師報告の カシ類更新法に



關する試験は本林地の外 アカガシ、ウ ラジロガ シ を も含み、他の一 二試験 成績 をも.

併せ て考察 し報告せ るもので本試験 地 の測定数 字を見 る時は必す しも 明確 に前記結

論 ご符合せざ る所あるも 止むを得ない こと 思ゝはれ る。 以上が試験 の目的 と其の結

果 の大要 である。

2)手 入關係 と其 の後の経過

林の成立 には更新法が 重大な る役割 を演ず ることは 言 を侯たないが、 更新せ る稚
亀 ノ

樹が生長 するや 否やは 實 に手入撫育 に依つて定 まるものである。本試験地の計書書

を見 るに大正元年整地 をなし、 下種伐 を行 ひ両 後適當の時期 に補植手入 を行ひ其 の

成績 を比較調査 し 十箇年 にて終 る計書 であつた。實行 の跡 を辿 るに 大正元年下種伐

を行 ひ翌二年 より同六年度迄毎年一回宛手入 を行ひ 雑草木め刈佛 ひを爲す と共 に地

表の掻起 しをなし 天然落下種子の発芽 に便 な らしめた。 即 ち其の間に於け る手入回

数 は五回である。而 して 翌七年度稚樹 の調査 を施行 して取 り纒 めたのが 前記の報告

書 で手入費等の経費は次(孕様である。

下種伐並整地費(一 町歩當)tee改 算)72圓51

手入費五回分(同)42圓82

計115圓33

其後 も手入は施行する計書であつたが 實地 に就 き取調ぶ るに施行 して居 らず 、 只

其後 昭和二年十二月保護樹母樹 共伐採 し、昭和 四年度蔓切 を行ひ、 同十二年度蔓切

と極 めて弱 き除伐 を施 して居 る丈である。 要す るに 大正元年試験地設定後試験報告

の絡れる大 正七年 迄は試験地の取扱 ひを受けしも其 の後 は試験濟 として殆んご放 置

の状 態 と云ふ 竜過 言ではない。

最近昭和十二年高崎瞥林署 にて第 四號 乃至第七號 に付 イチヰガシの成立本数 を調

査せ られ しが其 の結果は次の通 りであ る。(昭 和十二年度造林協議會 にて登表)

各 庇 陰 度区 の イ チ ヰ ガ シ 稚 樹 表 第五十一表



而して結論 として 『庇陰度o%(皆 伐区)が 現状 に於て最 も優良であるのみな らず

將來 に於て も同様 で、庇陰度の大な る程不結果 であ る。

換言すれば本試験の結果 は 陽光不足に依 る稚樹の枯死 を物語 るもので 官行研伐箇

所 は皆伐喬林作業にても 群落的擇伐 を加味して 施業す るを有利 とし・且將來の更新

法 として群落的擇伐 を推奨 して居 られ る。』

`第 二 今 回 の 調 査 結 果 と 批 判

1.樹 種 ・本数、材積

本 調査区域は前述 の通 り古 き保護樹残存庇陰度試験地で 大正元年 より六年迄所定

の手入を施行 された所 であるが、 其の後は昭和二年 に保護樹 母樹共伐採 され・N昭

和四年に蔓切、 同十二年 に蔓切 と弱 き除伐を加へたのみで 大正七年以降は殆んど放

置に近い様 な取扱 を受けて居 るが 其の現歌を詳細 に調査 し大正七年當時の状況 と封

照 乙、其の間に加へ られた施業の影響 を考慮 し イチヰガシ 成林の経過 を考察 す るこ

とは イチヰガ シ林造成に關 し研究上必要 な事項であ る。今昭和十三年七月奮試験地

第 一號乃至第 七號全部に亘 り面積 の再測 を行 ひ毎木調査 に より樹種 別、直径別に本

数 を測定 し材積 を求めた結 果は第五十二表の通 りで第十二 圖1-7は 之れ を圖示した

ものであ る。

今實地 を観察 す るに四號乃至七號 はNE向 の一斜面 に相接 して並び立地關係全 く

同一な るも・一號 乃至三號 は 之れ と精 々離れ、一號二號は 一部に於て互 に接 し三號

は少 し離れ て設け られ 從來一聯 の比較試験地 として 取扱 はれた るものな るも次の如

く幾分鉄 陥を有 する様考へ らる。

即 ち林地の傾斜 は一號稽々急 な るも三区共20-25。 にて略 々同一なるも、一號二

號 は方 向NWな るに三號はNEに 向ひ且 一號 三號 は尾筋の一部 を含む傾斜面 なるに

二號 は過牛尾筋 にして 林木の更新並に生長 には差異のあ る林地 であ る。 依 て四號乃

至 七號 の一群 と一號乃至三號の一群 に分 ち比較 するを妥當 とす るのみな らす 一號乃

至三號 の一群 に対し ては 特 に立地の差異 を考慮 に入れ る要 があ る。 尚本試験地の如

く小面積 の試験地 を立木地の間に設 けた る場合は 四園の影響 を受 くることあ るは止

む を得 ざる所なるも其 の影響は略々各区共同様 な る故試験地の環境を考慮 して 観察



霧 島 事 業 区23た 各 種擇伐 試 験 地 昭 和13年 調 査 第 五 十 二 表



霧.島 國 有 林23た 各 庇 蔭 度区 の 樹 種 別、直 径 別、本数 及 材 積 表

第 一一∩ 號75%区 面 積o・098ha(林 齢24年)(霧 島 國 有 林) 第 五 十 二 表 ・



高 崎営林 署 霧 島 國有林(23)樹 種 別 直径 別

ha.當 リ 本 数 及 材 積 圖

第十二圖
の一

第一號 庇 蔭 度75％ 区

凡 例



第 二 號50%区 面 積o.og2ha(霧 島 団 有 林) 第 五 十 二 表



高 崎営林 署 霧 島 國 有 林(23)樹 種 別 直 径 別

第十二圖
の二

ha。當 リ 本 数 及 材 積 圖

第二號 庇 蔭 度50％区

凡 例



第 三 號25%区 面 積o.120ha(霧 島 國 有 林) 第 五 十 二 表



高 崎営林 署 霧 島 國 有 林(23t、)樹 種 別 直 種 別

ha.當 リ本数 及 材 積 圖

第 ・卜二圖
の三

第三號 庇 蔭 度25〆 涯

凡 例



第 四 號 皆 伐 区 面 積o.095ha(霧 島 國 有 林) 第 五 十 二 表



高 崎営林 署 霧 島 國 有 林(23,、)樹 種 別 直 径 別

ha'.當 リ 本 数 及 材 積 圖

第十二圖
の四

第四號 庇 蔭 度０％(皆 伐 区)



第 五 號25%区m積 ・.096ha(霧 島 國 有 林) 第 五 十 二 表



高 崎営 林 署 霧 島 國 有 林(23,、)樹 種 別直径 別

第十二圖 の五

ha.當 リ 本 数 及 材 積 圖

第五號 庇 蔭 度25％区



第 六 號5・%匿 面 積 ・.・25ha(霧 島 國 有 林) 第 五 十 二 表



高 崎営林 署 霧 島 國 有 林(23)樹 種 別 直 種 別

ha.當 リ 本 数 及 材 積 圖

第十二圖
の六

第六號 庇 蔭 度50％ 匠



第 七 號75%医 面 積o.074ha(霧 島 國 有 林) 第 五 十 二 表



高 崎営林 署 霧 島 國 有 林(23た)樹 種 別 直 径 別

ha.當 リ 本 数 及 材 積 圖

第十二圖
の七

第七號 庇 蔭 度75%区



霧 島國有林23た 各 庇 蔭 度 区 の樹 種 別、直 径 別 本数及材積表

第 一∩號 庇 陰 度75%区 調 査 面 積o・098ha

第 五 十 二 表



高 崎 菅 林 署 霧 島 國 有 林(23te)樹 種 別 直 径 別

(ha當 リ)本 数 及 材 積 圖

維 括 凡 例

第十二圖 の八



し實地 に応用 す るの要が ある。

第 一 群 試 験 地

奮四號乃至七號試験地 で庇陰度 は四號o%、 五號25%、 六號50%、 七號75%で

あつて奮來の取扱は前 述の通 う大正元年 天然更新の整地 並に下種伐 を行 ひ 同六年迄

毎年手入 し 以後略 々九 箇年放置 して 昭和二年保護樹母樹 を全部伐探除去 し昭和四年

一 回蔓 切 し以後七年放 置 して 同十二年蔓切並に極 めて弱 き除伐 を行 つだのである。

而 して現欺を精査 するに次の如 くなつて居て興味深い ものがある。

1)第 四號奮試験地(庇 陰度o%)

イチヰガ シはha當 う本数.3042本 材積76m3に して最大の ものは直径22cmに

及び全材積の77%を 占めて居 る。 且第十二圖の四 に於 て一見 明かなる如 くiチ ヰ

ガ シは絶対 に優勢で純林に近V・ものであ る。本数の分配 も22Cm以 下径級小なる丈

け多 く存在 し、材積 はIOCM、12cm最 多 なるも各径級共に多量 に分配 され 他樹種

を歴迫 しつ ゝあつて 將來盆々旺盛の生長 をなす ことは 現況 を見 る人 は何人 も疑はな

い所 であ らう。 イチヰガシ に次 いで材積多 く且径級大な るもの多 きは ウラジロガシ

であるが イチヰガシの七分の一に過 ぎない 。之れは イチヰガシ 同様 の経路で成立 し

一部 イチヰガシに厘せ られ なが ら將來 イチヰガシ ご共生す るものである。之れ も第

十二圖の四で明かであ る。而 して 小径級 のものが比較的少な きは 蝕歎年間はイチヰ

ガシ並 に其他の潤葉樹 に よム歴せ られた爲 と最初庇陰度o%の 爲 ウラジロガシの母

樹は殆ん ど伐採 され尤爲で イチヰガシ の如 く毎年天然下種 が行はれなかつた ことに

因 ると思はれ る。

其他 カラスザ ンセウ、 アカメガ シノ・は極 めて僅か に存在 し最大直径8cmに 及ぶ

に過 ぎない。一般 に皆伐地 には驚 くべ き勢 を以 て 先づ 第一に侵入 する樹種に も拘 ら

ず最初は毎年行は るゝ手入 の際除去せ られ 其後放 置せ らる ゝに及んで 相當量 の侵入

はあった もの と考へ らる ゝも旺盛なる イチヰガシ、 ウラジロガシ の爲間 もな く歴せ

られて威 を逞 しうす ることを得ず、 又新 に侵入 することも爲 し得す、 尚昭和十二年

の弱度の除伐 にて 伐採 されたもの もあつた ことゝ考へ らる。 斯 くして現在は影 を潜

めたのである。 落葉並 に常緑潤葉樹 も少 許侵入 して居 壷て 大禮 カラスザ ンセウ、 ア



カメガシノ・と同時に或は夫 れ より遅れ て発生 したのであ るが カラスザ ンセウ、 アカ

メガシハの如 く陽性な らざる故 イチヰガシ、 ウ ラジロガシ の間 に交 うて生育 しつ ゝ ・

あるも優勢な る上木 の爲被壓 せ らるゝもの多 く且亜喬木性 のもの も多 く存在 して將

來 も局部的に上層林冠 を形成す るに過 ぎす して大部分 は上層林冠 以下に於 て生存 を

続けるもの と認 め らる。要す るに本林 は ウラジロガ シ、ザ ツ を混ず るもイチヰガシ

の純林 に近 き林形で進んで行 くもの と考へ らる。

第五號 奮試験地(庇 陰度25%)

イチヰガシはha當 り2031本 、材積58m3で 最大は直径28cmに 及んで居 る。

本数の分配は大禮 に於 て径級の小 な る丈本敷多 く材積は総材積の5g%を 占め直径12

cmの もの最多な るも林 形的 に見 るな らば 直径8cm乃 至28cmは 略 々同様 に分配

されて居 る。(数 字的 には 直径18.20.22cmの もの甚少 ない)而 して 直径18cm以

上の ものは全部6チ ヰガ シで直径6cm以 上 に於ては 断然優勢で第四號奮試験地同

様將來盆 々旺盛の生長 を爲す ことは疑 ひ もない所 であ る。

アカメガシノ・、 カラスザ ンセウは少許にして直径 もIocm以 下 の小径木 である。

第四號地同様 の経路 を経 て 侵入 し滑 失した もので 漸次被壓 せ らる 蓮ゝ命 に置かれて

居 る。

ウラジロガ シ、 アヲガ シ も亦少 く直径8cm以 下 の小径木のみであ るが 其他の常

緑並に落葉潤葉樹 は多 い。殊 に落葉潤葉樹は優勢で直径16cm以 下小径級 に至 るに

從ひ本数 も多 く直径8cm以 下 に於てはイチヰガシ を凌駕 し直径2cmの ものは例

外的に多いが、之れは保護樹 母樹の伐採後侵入 して 今 日藪状 をな して居 る所が多い

爲 と亜喬木等 を多 く含んで居 る爲である。 手入施行後放置した期間に 早 く侵入 して

生長 せしものは 現在上層林冠の隙 間を求めて生長 し尚暫 く現在の如 き林形にて進む

も途 には落葉潤葉樹は 大部分被慶せ られ て極 めて一部が上層林冠 に交は るに至 ると

考 へ らる。 要す るに本区域 も將來は殆ん ど イチヰガシの純林に近 き林分 を形成 し一

般常緑澗葉樹が其 の下木的位置 にあ うて林型 を維持して行 くもの こ思はれ る。

第六號 奮試駿地(庇 陰度50%)

本地区は庇陰度50%を 保 つ様 大正元年より 昭和二年迄 保護樹 を存置 し昭和二年



母樹保護樹 を伐採 し今 日に至れ る箇所であつて 昭和二年迄庇陰度50%に 保護樹 を

残存せ し爲 現状に影響 を及ぼ し・同様の取扱 にて1庇陰度25%・o%を 保 ちし第四

號五 號奮試験地 ご林況 を異 にして居 る。 即 ち4チ ヰガシ は 総材積 の32.4%に當り

ha當 り2264本 材積19m3で 最大直径は16cmで あ る。 本数の分配は小樫級程多

く殊に直径2cmの ものは1288本 で総本数の57%を 占めて居 る。本区域は絡材積 も

イチヰガシ の材 積 も少な く何れ も径級 の大な るもの少な く、 イチヰガ シ と他樹種 と

は相互に混生 して上層林跳 を成 して居 る。而 して イチヰガシ は幾分優勢 を認め得

ざ るにあ らざ るも伺 カ ラスザ ンセ ウ、 アカメガシノ・其他落葉樹が践雇 して居 る。 ア

ヲガ シ其他の常緑澗葉樹 も少 許混溝 して居 るも 大部分は未だ下層林冠 をなすものが

多 い。 アカメガシヘ カラスザ ンセウ は其量比較的多いが 是等は他の落葉潤葉樹 と

期 昭和二年 保蟲 繊 採後急 喉 入 し尤 もの猷 部であつて 其後旺盛に張 し大

正元年來撫育 された イチヰガ シ と略 々同大 こな り上層林冠 を占めて居 るのであ るが

將來 は イチヰガ シ の生 長 と共 に次第に被壓 せ られ、叉落葉澗葉樹 の大部分 も之れ に

次 ぎて厘 せ られ相當の イチヰガ シ林 を形成するもの と認め らる ゝも第四號 五號蕾試

験地 と同様 とは思 はれない。

第 七號 奮試験地(庇 陰度75%)

本地区は 庇陰度75%の 試験地 で大正元年より 昭和二年迄 保護樹の成立せ し所 で

ある。換言すれば疎 な る立木状態で昭和二年迄維持せ られて皆伐 された所 であ る。

現在に於 てはイチヰガシ は総材積 の2g%で 、総本数の14%を 占め て居 る。而 して

ha當 う本数 は1432本 材積13m3で 最大直径 は16cmで ある。 本数 の分 配は小径級

程 多い。同様に アヲガシ其他常緑並 に落葉 澗葉樹共小径級は本数多 く特 に直径2cm

の ものが頗 る多 く特徴 をなして居 る。

而 して イチヰガ シ は本林 では除 う優勢 ごは云へないが イチヰガ シと混淆 し競争 的

立場にあつて 上層林冠 を成して居 るものは アカメガ シヘ カラスザ ンセウ其他落葉

潤葉樹 で・常緑潤葉樹 には 径級 の大 な るものが少 ない。 アカメガシヘ カラスザ ン

セ ウ其他落葉潤葉樹は 大略昭和二年の皆伐 に件 ひ侵入せ しもので 今 尚旺盛に生長 し

つ ゝあつて第六號奮試験地 の場合 と同 じ く年 を経れば次第に衰へて 滑失す るもので



あ る。結局本林 も將來 は 常緑澗葉樹並 に少許の落葉潤葉樹 を混す る相當の イチヰガ

シ林 を成すに至 るもの と思はれ る。

次は第一號乃至第三號奮試験地 の一群 であ る。

第 一號 奮試験地(庇 陰度75%)

第一號試験地 は 第 七號試験地 同様庇陰度 を75%と せ るもので 取扱方 法は 第七號

地 と全 く同 じであ る。 元來庇陰度 を50%と せ る第六號地 と75%と せ る第七號地

とは保護樹伐探後十一年 間殆ん ど放置 して経過せ る現在 に於ては林の構造 には大 な

る差異 な く、本試 験地 も大膿 第六號地第七號地 に共通せ る点が勘 くない。

イチヰガシは総材積の38%を 占めha當 り 本数4500本 材積27m3で 最 大直径

は18cmで あ る。本数 の分配は 小径級程多数 で特 に2cmの 如 きは3000本 に達 し

て居 る。而 して材積は直径4-locmの もの最多にて 其の間殆ん ど差異 な く第六號

地第 七號 地に比 し稽 ヒ良好であ る。 アヲガシ が小裡級 に可成 り多 く存在す ること並

に常緑澗葉樹 が小径級 に頗 る多 きことは 此種更新地 には共通的現象であるが 第一號

地には 点生的に径級 の大な るものが少許立 つて居 る。 是等 は最初試験開始後天然更

新 に依 うて侵入せ る イチヰガ シ と同時 に発生 し以後惑 まれた る環境の下 に迅速なる

生長 をなせ るもの ゝや うであ る。第六號地 第七號地 に比す るに落葉潤葉樹及 アカメ

ガシヘ カラスザ ンセウは本数少な きも太 きもの多 く材積は優つ て居 る。

之れを要 す るに現在 の上層林冠は主とし て イチヰガシ、 アヲガシ 落葉澗葉樹 にて

占領 し其の間常緑潤葉樹 が点綴 し、 アカメガシバ、 カラスザ ンセ ウは既 に衰退期 に

入つて居 るものが多い 今後適當に撫 育を加ふれば 將來は局部的 に落葉潤葉樹 を交へ

常緑澗葉樹 と混淆 する イチヰガ シ林 を形成す るに至 ることは充分豫想出來 る所であ

る。

第二號 奮試験地(庇 陰度50%)

本地区 は 第六號地 と同様 なる取扱ひ を受けた るものなる竜現 況は第六號地 とは可

な りの差 あ うて 第七號地 とも同一 な らず。 七箇の試験 中更新状態生育關係共最 も不

良であ る。

之れは先 きに説 明せ る如 く立地關係 より來 る点が多いので あ る。



今林の構造を見 るに イチヰガ シは総材積 の18%を 占め、ha當り 本数Io87本 、

材積8m3で 最大直径 は22cmで あ る。叉径級 への分配關係は 他 の試験地 とは趣 を

異 に し直径6cm以 上の本数甚少 な く且6cm乃 至12cmの 間は材積 に於て大差 な

く例外的に22cmの ものが存 する ことであ る。第六號地第 七號地 同様取扱 はれπ る

以上斯 く径級 の細 きことは 甚 し く生長の遅れ居 る事 を謹明するもので偶 々特 に恵ま

れπ るものが今 日例外的に22cmに 生長 しだ に過 ぎない。叉 アカメガシノ・、カ ラス

ザ ンセウ の跳梁甚 しく大径木の大部分 を占めて居 るこごも特徴であ り、叉其他の落

葉潤葉樹 も可な う優勢である。而 して2cm、4cmに 於ては 大略他の試験区 ご同様

に本数甚だ多 くして藪 状 をして居 る。 一般 に尾筋 の林地は立地良好 な らず して債値

な き潤葉樹侵入 し生長遅 く小柴状 を呈 し易 く之れが爲優良樹種 は騙逐せ られ る傾向

がある。而 して本地区は過牛尾筋 を含み 保護樹母樹伐採前 に発生 更新せ る イチヰガ

シ 並に常緑澗葉樹 は生長不良にして細 きもの多 く保護樹母樹 を伐探ぜ る當時は殆ん

ど皆伐跡地 に見 る如 き疎 なる小柴状 を呈 し居 うし如 く想像せ らる。斯か る林地 に ア

ヵメガ シバ、 カラスザンセウ は盛に侵入 し、 叉 其他の落葉潤葉樹 も伐探 に俘 ひ多量

に侵入 し旺盛なる生長 を織績 して 今 日に至れ るもの ゝ榛考へ らる。 換言 すれば保護

樹伐採後は 殆 どん皆伐 に近 き献態 にあ りしや を思は しむ るものが ある。 其 の主 なる

原因は假令庇陰度は 第六號地 と同様 に保 たれた りこす るも 立地 關係悪 しき爲生長遅

く小径級 の林 木のみ多 く生立 し イチヰガ シ も其の間に生育す るに過 ぎざ りし爲にし

て母樹保護樹 の伐採 と共 に 陽性の落葉潤葉樹 のみ侵入 し、現在 は未だ 侵入者 の生長

旺盛 なる時代にて上層林冠 は アカメガシノ㍉ カラスザ ンセウ 其他 の落葉潤葉樹 を圭

こし一部 に イチヰガシを混淆 す るに過 ぎざ るも、 カラスザ ンセウ、 アカメガ シノ・は

永績的樹種 にあ らず、從つて適當 なる撫育を加ふれば 第二林冠 に存す るイ チヰガシ

は今後生長 を持続 すべ く、 叉落葉澗葉樹 の大部分 は 暫 く両優勢な る生 長をなす も永

き時の経過 につれ て漸次 イチヰガ シ、及其他 の常緑澗葉樹の爲 に被壓 せ られ …途には

上層林冠の一部 を占領す るに過 ぎない と思はれ る。

本地区は比較試験地 として 不適當の点 あ り。 他の地区の如 き良 き林相 を望む こε

は困難 と思 はれ る。



第三號 奮試験地(庇 陰度25%)

本地匿は庇陰度を25%と せ る奮試験地で取扱 ひは 第五號地 と同一である。第五

號 地に比す るに更新せ る本数 は 各樹種共梢々少 ないけれ ども樹種相互の關係成林状

態は全 く同一 と云つて差支 へない。 即 ちイチヰガシ は総材積 の57%を 占め て居 り

ha當り本数 は850本 材積38m3で 最大直径は26cmに 及ん で居 る。 本敷 の分配は大

膿小径木程多数ではあるが、例外的存在 もあ う且直径2cmの もの僅か に242本 に

過 ぎない。之れ を庇陰度75%、50%の 試 験地に比すれば 非常な差であ る。材積は

直径4cmの もの 最多 ではあ るがIocm以 上26cm迄 略 々同様 で 然か も他の樹種 に

比 し漸 次優勢で上層林冠 の殆ん ど大部分 はイチヰガシで占領 して居 るとも云へ る。

アカメガ シヘ カ ラスザンセウ は本数 比較的少 な く各径級へ の分配 も明瞭 な關係

な く第五號地の如 く小径級程多数 とは樗 し得ない 。即ち 第五號地に比 し小径級 の も

の少な く、12cm、14cmの 如 き大 なるものを含む故材積 は第五號地 より多い。從つ

て上層林冠 の一部 を占めて居 るもの もあ るが第五號地 同様漸次 イチヰガシ に歴せ ら

れ將來は滑滅する ものである。アヲガ シは侵入状態略 々第五號 地に等 しく、ウラジロ

ヴ シは第五號地 には極めて少量存在せ しも本区 には之れを見 ない。 其他の常緑澗葉

樹 は小径級 にては第五號地 に梢遜色あるも、16、18cmの ものを含み材積では殆ん ど

同様 であ る。又其他の落葉潤葉樹は第五號地 に比 し遙か に劣 り本敷材積 とも少なV。

之れ を要す るに本区は 第五號地 同様 なる林 型であるが 一般 に材積本敷 共少 な く特

に落葉澗葉樹が少な く、(ア カメガシバ、 カラスザ ンセ ウの太 きもの幾分之れ を補つ

て居 る)大 径級の イチヰガシが幾分の遜色ある点が眼 に着 く位である。 、

2)'幼 樹、稚樹、残存關係

現在 に於け る幼稚樹本数 の成立状況を明かにせんが爲4m幅 のeWJUI標 準地(面 積

o.oIo4-o.oi40ha)を 設け各匠 に就 き平均樹高 をd25、().50、1.oo、1.So、2.oo、3.com

の階級に分 ち調査 した。今便宜上o.Iha當 りに換算 して表示すれば次の通 りである。

次表は標準地調査 なる故甚だ正確 とは稗 し得 ないが大綱は把へ得 るものであ るd

調査結果に よれば 幼稚樹の残存胱態は庇陰度50%、75%匿 はo%、25%区 よ

う多いのであ る。(附 近の母樹 は本試験地 と同時 に伐採せ られた)



各庇陰度区 に於け るo.iha當り 幼稚樹、樹高別本数表

第五十三表

今之れに關 して考察す るに手入 終了直後に於 ては庇陰度o%、25%区 は豊富な る

光線 と手入に よリ ィチヰガシ は既に生長 し樹高は他樹種 より高 く林況は少 許の保護

樹母樹 の下 に疎 なる小柴状に近 き朕態 を呈 し居 り、 其後放置せ らるゝに及んで雑木

の進入繁茂甚 しく、 イチヰガ シの稚樹発生 は減少 し假令年 々多少の発生 はあるも一

面発芽 後直 ちに滑失す るもの もあ り、叉被壓 に よう漸 次枯死す る稚樹 もあ りて 放置

年歎 の重な るに連れ 稚樹数は減少の経路 を取 外 昭和二年の保護樹母樹 の伐採 も其

の数少 なき爲 更新木の林冠 には大 なる鍵化 を及ぼ さないけれ共 此の伐採 によ り稚樹

の発生 は促進せ られ たることは想像 に難 くない。 其後の放置に より稚樹 は発生 より

は枯死の方其の数多 く次第 に成立本数 を減 じ今 日に及べ るものである。 之れ に反 し

'庇陰度
50%、75%垣 は 手入絡 了當時上木 の爲 充分生長 し得 ざりしもの可 な り多 く

あ うて放置 ご共 に侵入繁茂せ る雑木の爲被壓 せ られ漸 次本数 を減ぜ し も尚絵命 を保

ち居 るものが相當 あつた に建 ひない。 昭和二年本匠に行はれし 母樹保護樹 の伐採 は

其 の量多 くして林 相急 に疎開 し 天然下種 に適當 な状態 とな う多数 の稚樹の発生 を見

た もの と想像せ らる。然 し其 の後の放置に よう雑木次第 に鬱閉 し漸次其の閉鎖密 と

な う之れに件 ひて 稚樹 の生長甚だ阻害 され浩滅する もの もあつ て 今 日に至 つた もの

と観 察出來 る。即 ち庇陰度0%、25%区 は手入 絡了後現在迄殆ん ど大 な る痩化な く放

置状態に置かれ過牛は27年 生 とも稽 し得べ きものなるに反 し、 庇陰度50%、7S%



区 に於 ては手入絡了當時存 在せ し 繊弱な る幼稚樹 ご昭和二年保護樹母樹の伐採 に よ

う急激 に疎 開された る林地 に発生 せ る幼稚樹 多 く且 昭和二年當時に発生 せ るもの多

き故今術比較的直径細 き幼稚樹が多 く残存す るもの こ考へ らる。

3)綜 合 的 観 察

以上各試験地 を総括 して相互比較 す るにはNE向 の一傾斜 に相接 して並び・立地

關係全 く同一な る第四號乃至第七號 を一群 こして 観察す るを便 こす る故之れ に圭膿,

を置 き第一號、第二號 第三號は相互 に蓮績せす、方 向も多少異 な う且 第二號 は立地

劣 り林 況異 る故第一號乃至第三號は墾考 に止めん とす る。

今七箇所の奮試験地 を見 るに最 初庇陰度 をo%、25%、50%、75%と して毎年

一回手入 し大正六年迄五回手入 を施行 し両後九箇年放置 して 昭和二年保護樹 母樹 を

伐採 し、昭和四年蔓切 同十二年蔓切並 に極めて弱 き除伐 をな し現状 に至れ るものに

して最初六箇年間に於け る整地手入撫育 ご十五箇年間庇陰度 を異 にせ る保護樹母樹

を存立せ しめだ結 果は27年 生 となれ る是等奮試験地 に於て今 日歴然 と認む る乙とを

得 るのであ る。

今ha當 りに換算せ る各試験地の総材積並に イチヰガ シ材積等 を示せぱ次の様で

ある。

各庇陰度逼二に於けるha當 り総材積並にイチヰガシ材積表

第五十四表

尚手入を絡了せる大正七年に於て調査せられたる結果は撒字的に充分明瞭ならざ

るも稚樹の生存歩合は庇陰下に於て大で、稚樹の生長は無陰地に於て旺盛である傾



向が認め られだのである。(本 節第一(1)参 照)

現状 を考察す るに 最初六箇年 間手入撫育せ し結果は 假令庇陰度に より稚樹の発生

生長 に差異あ りこするも、何れ もイチヰガ シは手入絡 了期 に於 ては 他樹種 より梢頭

高 く生 長 し、以後上層林冠を形成 して 今 日に及ん で居 るのであつて 只保護樹母樹伐

採後急 に侵 入して迅速 なる生長 をなし一時的 に優勢なるアカメガ シバ、カラスザ ンセ

ウの爲(第 二號)第 七號 は被壓 的位置 に置かれて居 る観 あ るも將來 はイチヰガシを主

とす る常緑澗葉樹林 を 形成す ることは明かであ る。 之れ實に手入施行の賜 であ る。

但第二號地は立地關係悪 しく林木の生長遅 く イチヰガシ の現在本敷 少なき故混淆 歩

合は大 な らざる様考へ らる。

庇 陰度の差異 は最 も明瞭 に現 はれ、第四號o%区 は大正元年より 昭和二年迄母樹 ・

のみ残存 し以後母樹 を失へ るものに して、全林地 は 大正元年 より今 日迄充分な る陽

光 を受けて生長 し・ 他の地区は 昭和二年迄各々定め られπ る庇陰度 を保持せ る爲第

五號(庇 陰度25%)と 第四號(庇 陰度o%)と は稽似た るも第六號(庇 陰度5・%)

第七號(庇 陰康75%)は 光線不足の爲稚樹 の生長は絵 ム良好 な らず、且第四號(o%)

及第五號区(25%)は試験 地設置の疎開 と共 に アカメガ シヘ カラスザ ンセウを始

め として種 々な る樹種侵入せ しも 之れを最初 より毎年手入 し適當に刈彿ひ主 として

イチヰガシ を保存 し生長 せ しむ る様取扱へ る爲 大正七年 以來九箇年間放置 されπ る

も大禮上層林冠 を占領 して旺 盛なる生長 を遽 げ他樹種 を厘 し、アカメガシヘ カ ラス

ザ ンセ ウ の如 きも多数 侵入 するを得ず、叉 昭和二年母樹保護樹伐採後は疎 開箇所に

各種樹種の発生 あ りだ ることは疑 はざるも、伐採木少な きと イチヰガ シ を圭 とす る

林冠 の閉鎖 に より新 に発生 せ るものは旺 盛なる生長 をなし得す、 其後 の放 置に よう

藪 厭をなむ下木 こして 成林 し今 日に至 るもので、 雨匿 共 イチヰガシ は 上層林冠 を

占め居 りて 將來立涙 な る イチヰガシ 用材林 となるを疑 はない。 雨区の 差 としては

第四號(o%)の 方 イチヰガシ の生長盛なること及 ウラジロガシは最初 より保護茸

られ て多数 残存 乙既に大径木 となれ ることである。 叉保護樹の伐探 と共 に侵入せ し

各樹種 は保護樹 の多かbし 第五號(25%)の 方蓬に多敷 にて 現在藪厭 をなせ る小径

木 は其の際 に発生 せ しものが大部分 である。両匿 共 イチヰガ シの稚樹多 く成立 し小



径木程本敷 多 きは、更新後 昭和二年迄母樹 を存置 し 下種 を計 うしこと・並に下木が

藪状 をなせ る爲其の内にあ うて生存を続け つ ゝあるもの多数 な るに よるのであ る。

之れ に反 し第六號(庇 陰度50%)第 七號(庇 陰度75%)は 試験地設置以來鬱閉 比

較的強 く イチヰガシ の稚樹は生 長遅 く假令天然下種の発生 は良好であ う手入 を受け

て撫育せ られたり とする も第四號(o%)第 五號(25%)の 如 く旺盛 に生長 し得ない 。昭

和二年保護樹母樹の伐採 に ようて 充分陽光 を受 け ることゝなれる も其後殆ん ど撫育

せ られず放置の状 熊に置かれ し爲 其の當時稚樹 の上層林冠 を爲し 特 に優 良なる稚樹

は盆 乏生長 を促進せ るも、然 らざ るものは多数 の保護樹伐採 に よう皆伐 に近 き状 態

となれ る結果 アカメガシハ、 カ ラスザ ンセウ の侵入特に多量 にして其他の落葉並 に

常緑澗葉樹 も亦 多 く発生 し之れを其儘放置して手入 を施行せ ざ りし結果 小径木は厚

き小柴状 を呈 し新 に発生 せ し イチヰガシ の稚樹 は被壓 せ らる ゝもの多 く・庇陰下に

て生長遅 々π めし前生樹 も アカメガ シノ・、 カラスザ ンセウ 其他 の爲充分な る生 長を

遽 げ得す、 今 尚大径級 に属す るもの 少 な く第 四號(o%)第 五 號(25%)に 比 し総材

積 に於 て約1/2、 イチヰガシ材積に於て 約1/3を 有す るに過 ぎ7sv・結果 を招來 して

居 る。其 の主 な る原因は 昭和二年迄厚 き庇陰下にあ めて 稚樹 の生長遅 々た うし事に

依 るは勿論 なるも、第 四號(o%)第 五號(25%)に 於ける イチヰガ シ は大正元年 よ

り同六年迄手入 を施行せ られて良 き環境 に立 ち、 昭和二年保護樹母樹は 伐採ぜ られ.

たるも其の影響 を受 くること少 な く上層林冠 を常 に占領 して 良好 なる生長 を遽 げ得

た るに反 し、 第六號(5・%)第 七號(75%)は 庇陰度高 き爲 昭和二年伐採せ られし

保護樹母樹 も其 の量甚だ多 くして 皆伐跡地 に近 き状 を呈 し・其後之れを放置して手

入せざ うし事が大 なる一因 をなして居 ると考へ らる。 若 し保護樹母樹 の伐採後適當

な る手入 を施 行した りとせぱ 斯か る差異は出現 し得なかつたであ らう。而 して 第六

號(50%)第 七號(75%)に 於て も上層林冠 はイチヰガシ牛ば を占め アカメガシヘ

カラスザ ンセウ 及其他の落葉澗葉樹 と混淆 成林 し居 釦て 將來時の経過 と共 に樹種の

性質上 イチヰガ シ優勢 こな るこご明か にて全試験地が將來 イチヰガシ林 を造成 し得'

る乙とは 當初連年 手入 を施行 して撫育せ しによる点亦大 な りと認め らる。而 して 昭

和二年保護樹母樹伐採 に際 し第四號(o%)に 於ては既にイチヰガ シ成林 して鬱閉 し



新 に林内 に侵入 を許す こと少 なか りし故 今 日小径木は割合に少 なき も其他 に於 ては

保護樹母樹の伐採 と共 に 各樹種 の稚樹発生 し、之れを放置せ し爲数 状 を呈 し 不良の

林相を呈す るに至つたものであ る。尚 イチヰガ シは数 年間充分 手入撫育 を施 さるれ

ば其後 放置せ らる ゝも既に梢 頭高 くなれ る爲被壓 せ らる ゝこと少 な く、假令急速 に

生 長す る落葉並 に常緑潤葉樹の爲に追ひ着かれ被壓 せ らる ゝ状態 となるも容易に被

厘せ られ て枯死するものにあ らざることを窺 ひ知 ることが出來 る。

総括す るに以上の如 き取扱ひを受けた る結果 は 第四號(0%)第 五號(25%)は 第

六號(50%)第 七號(75%)に 比 し遙かに優良な る林分 を形成 して居 る。但 し第四號

ご第 五號 との差異は僅少 にして第 四號区 は保護樹 は皆無 な るも母樹 六本 を有 し皆伐

状 をな さず、又三 方普通の立木地 に よう境 せ らる ゝを以 て 眞の皆伐地 とは大い に趣

を異に し母樹 を有す る局部皆伐地 ご見 るべ きものである。次に 第六號(50%)と 第

七號(75%)と の差異 も顯 著な らざるも第六號 の方優良な るは充分認め得 る所 であ

るo

第四章 イ チ ヰ ガ シを含 む 常 緑 潤 葉 樹

天 然 生 林 の構 成 に 關す る研 究

欧洲に於ては樹種簡単にして二三種の混淆林に過ぎざる場合多 く從つて林分の構

成を調査するにも直径別本数並に材積分配關係が重要覗せられ複雑なる擇伐林に於

ても之れに依るのが普通である。

今イチヰガシ林造成に就きて考ムるに現在は常緑潤葉樹林の間に混生して居外

叉伐探後天然更新に依るも人工造林に依るも成林迄必ずや他の常緑澗葉樹と競う合

ひ共生し、一応成林しても其後常に優勢木たり得るや否や等に就きては常緑潤葉樹

天然生林の研究に侯つべきものが甚だ多いのである。単純な人工植栽林に於ては同

一樹種間の競争なるが故樹高生長問題は重要ならざるも常緑潤葉樹天然生林は樹種

極めて豊富にして樹種によう耐蔭性を異にし樹高の生長経路を異にするのみならず

樹形に於ても枝葉の重ウ具合に於ても特異性を有し、又伐採に件ふ一時的植生の痩

化があり常緑潤葉樹林の構成は極めて複雑多岐なうごイチヰガシの成林を研究する
錐



上 に於て 夫等樹種間の陰陽性 ご樹高生長状 況とは 各樹 の競 う合 ひ關係が圭 ごして樹

高生長の競争 に其の端 を登 す る故胸 高直径階に依 る樹種別本鐵並に材積分配状 況を

窺 ふと共に併せて 樹高關係 を も考察す るこごは頗 る必要 な事である。而 して 本稿に

於 ては廣範囲 に亘つて 常緑澗葉樹林 の構成を取扱はん とす るものでな くイチヰガシ

を中心 とし其の更新上、成林上必要 なる諸点に付調査せ るものにして 其他 の点 に就

きては概括的 に観 察す るに止めた。

之れを要す るに イチヰガ シ を含 む複雑 な る常緑澗葉樹天然生林 の構成を研究す る

には先づ 第一 に從來の如 く樹種 別に、胸高直径別に林分の本数 及材積 を測定 して相

互の配置数量 等の 關係 を調査す ると共 に 更 らに夫等の樹高關係 をも明か にし以 て深

く研究 する要がある。之れ今回本調査 を行つだ所以であ る。

第 一 節 樹種 別、直径別本数 及材積 の分 配關係

1.調 査地の位置、面積、及概 況

九州 に於け る イチヰガシ の主要 なる産地は宮崎縣東諸縣、西諸縣、北諸縣、宮崎

の四郡 の一部 なる青井岳方面 と霧島 山方面の森林であつて、 其他は品質に於 ても歎

量 に於 て も遙かに劣つて居 る。本稿 は主 として青井岳方面の森林 よう其 の資料 を求

め し故 本調査 も亦 同様 に 高岡管林署管 内宮崎縣東諸縣郡高岡町字去川國有林高岡事

業区20林 班ろ、に小班を選んだ。両 小班は 青井岳方面 に於てイ チヰガシ を含む常

緑潤葉樹 天然生林の代表的の ものに して、 其 の地貌は峯通 り一帯は 緩梨で漢 に接 し

て急斜 をなし 本地方 の 共遮的状態 を示 し、 地況林 況に 於て も中庸の 箇所 ご見倣 し

得 るものである。 而 して20ろ は面積4.122haで 南 に面 し 其の内に 小漢二箇 を含

み、20に は面積7.620haで20う と相対する 北向の林地 にて其 の内に四箇の小漢

が流れ て居 る。 雨区共海抜高は150-280mで 上部峯 に近 き部分 は 傾斜緩な るも漢

沿 ひの部分は急 である。 土壌 は埴壌土で深 く、 結合度は軟 にして適 潤地 である。林

相はイスノ キ、 シヒ、 カシ類 、タブノキ を主林水 とす る常緑潤葉 樹林 でha當 り材

積約26◎m3を 算 し、平均林齢は大約go年 生 にて疎密度 は中、林 位 も中である。

林地 の方 向、地形の差異は 植生並 に林相に影響を與ふる ものな る故 本地方の地貌



の特異性 に鑑み20ろ(南 向)、20に(北 向)共 上部峯 を含む緩斜地 と下部漢 に浩 ふ

急斜地 とに区分 し各別に次の如 く調査 した。而 して 夫等の面積 は20う に於ては上

部林地2.56iha、 下部林地1.561ha計4122haに して、20に に於ては 上部林地

3.g52ha、 下部林地3.668ha計7.620haで 総計II.742で ある。

2.調 査 結 果

以上の如 く20ろ 、20に を更 に地形に鑑 み上部下部の二種 に實測区分 し各別に胸

高直径2cm以 上の林木 に付 樹種別、胸高直径別に 本数及材積 を毎木 調査 した結果

は 附属表第六號、同表第七號に掲 げた。本測樹 に於 ては 胸高直径は2cm括 約 にて

行 ひ・樹 高は イチヰガシ と其他澗葉樹 とに琶 別して樹高 曲線 を以て決定 し単木材 積

表 を用 ひて測定 しブz。

是等四種の森林の構成 を槍討す るに便せんが爲胸高直径2-14cm(小 径級)、16-

28cm(中 径級)、30-48cm(大 径級)、Socm以 上(最 大径級)の 四種 に分類 し其

のha當り本数 材積並 に%を 算出すれば第 五十五表及第五十六表の通bで ある。

以上は 胸高直径2cm以 上の林 木に關する ものである。 直径Icm以 下 の幼稚樹

に就いて も調査する必要 あれ ども樹種複雑 なる常緑澗葉樹天 然生林の 稚樹発生 の胱

況を窺ふに、 附近 に 母樹存在 し発生 に適す る條件 の箇所 には 稚樹籏生 し然 らざる所

には殆ん ど該雅樹 を見 ず して 其 の配置極 めて不規則である。從つて之れが 測定 は廣

大な る標準地か 或 は頗 る長 き帯状標準地に依 るを可 とする も尚且困難の点多 く、普

通の帯状標準地 にあ うては樹種 別に稚樹数 を求む ること甚だ 困難である。 然れ ど竜

稚樹発生 の傾 向を多少 こも知b得 べ き参考 資料 として20に の上部下部両 区に封

し、幅4m長 さ100m宛 の帯状標準地 を設 け胸高直径Icm以 下(樹 高3m以 下)

の稚樹幼樹 を樹高別に測定 した。其の結果 は附属表第入號 の通 りであ る。

3.調 査結果に対する 観察

イチヰガ シを含む複雑なる 常緑潤葉樹 天然生林 の構成 を観 察するには 調査区域は

廣 きを遜要 とす る。 之れが爲20ろ 内4.122ha、20に 内7.620ha合 計IL742ha

を区劃 して調査 した もので相當正確な るもの ご認め得 らる。

イ.林 地 の 方 向



調 査区 域 大 な る爲 区 域 内 に 小 漢 を含 む も20ろ は南 向、20に ・は北 向の林地 で あ

る。 今雨小 班ha當り 本 数材積 を比較 す るに ろ 小 班 は184g本 、25gm3、 に 小班 は

2050本260m3で 殆ん ど同 一 で あ る。次 に雨 小班 の本数 及材 積 が 小径級(2-14cm)、

中径 級(16-28cm)、 大 径級(30-48cm)、 最 大径 級(50cm以 上)へ の分 配 を見 る

に本 数分 配 關 係は20う に於 て は約76%、16%・7%・1%に して20に に於 て

は約79%、14%、6%、1%で 平均 すれ ば 略 々77%、15%・7%・1%あ る故 殆 ん

ど相等 し く、 材積 關 係 に就 きて も20う に於 ては約II%、28%、41%、20%で

あつ て、20に に於 ては約12%、24%、43%、21%で 平 均 すれ ば略 々12%・26

%、42%S20%あ る故 之 れ亦 殆ん ど同一 で あ る。 從 つ て両 小 班 は林 地 の方 向は異

る も直径 級 へ の本数 及材積 の分 配 關係 は総 禮 的 に相等 しい と見 て差支 へない 。

次 に樹種 別 内課 を見 るにha當り20ろ 小 班 に於 ては イス ノ キ78m3(30・1%)に

て最 多 く、 シ ヒ35m3(13.6%)、 ウ ラジロガ シ32m3(12.3%)、 イ チヰ ガ シ23m3

(9%)之 れ に次 ぎ タ ブノ キ1gm3(7.2%)・ハ ナ ガ ガ シ15m3(5・7%)ア ラカ シ

15m3(5.6%)の 順 で 主林木 を成 す も20に 小 班 に於 て も 亦 同様 で イス ノ キ71m3

(27.3%)で 最 も優 勢 を示 し、 ウ ラジ ロガ シ36m3(13・6%)・ シ ヒ28m3(1()・7%)・

タブ ノ キ24m3(9.3%)、イチヰガシ22m3(8.5%)、ハ ナ ガガ シ22m3(8・3%)之

れ に次 ぐ順序 であ る。 即 ち蓄積 の約80%を 占む る是等 樹種 の材 積 及其 の%は 雨匿

域 に よう多少 の 差異 は認 め らる ゝも 大體 に於 て相類 似 して居 る。 殊 に最 大径 級 に属

す る直径50cm以 上の もの は20う に於 て は1千 ヰガ シ4本 、其他 カ シ類g本 ～イ

ス ノキ3本 、 シ ヒ1本 、 タ ブ ノ キ3本 、針 葉樹2本 計22本 に して、20に に於 ては

イチヰ ガ シ3本 、其他 カ シ類7本 、イス ノ キ4本 、 シヒ1本 、 タブノ キ4本 、 モク コ

ク1本 、針 葉樹3本 計23本 に して殆ん ど同 一 で あ る。

要 す るに本 地 方 に於 て は 林 地 の方 向 に依 つ て成立 す る 主 要林 木 の樹種 には大 な る

相違 は無い と認め得 らる。其の原因は 本地方の如メ海抜低 く然か も上部は緩斜 にし

て林地の方 向に從ひ 風衝及 日照等の關係 に大 なる差異な く何れ も林木の生育 に恰適

す る爲であ る。然 し林地の下部 は 急斜な る故雨方 向に於け る林地の下部 を更に比較

すれば 日照關係等に差異を生ず る故 幾分明瞭に其等 の影響 を知 ることが出來 る。第



高岡事業区20ろ(南 向)ha當 り樹種別、径級別本数 及材積表 第 五 十 五 表



高 岡 事 業 区20に(北 向)ha當り 樹 種 別、径 級 別 本 数 及 材 積 表 第 五 十 六 表



五十 七 表 は20ろ 下 部1.561ha並 に20に 下 部3.688haのha當り 平 均値 であ る。

去川國有林20う に下部林地の樹種 別材積比較

第五十七表

之れに依 て見 るに下部林地(急 斜地)に 於てはイスノキ,イ チヰガ シ、ハナガガシ

を最 多の樹種 ごするが、イチヰガシ は北向の地 よ釦精南向の地に多 く、 ハ ナガガシ

は北 向の下部 に於 て優勢であ り、イスノキは南北共 に豊富である。 叉 アラカシ、シ

ヒは比較的南面の地 に多 く、 タブノキ は之れに反 し 北向の地 に比較的多 きことが認

め らる。術 ウ ラジロガ シは イスノ キ 同様南北向に より大 な る差異が現はれて居 らな

い。両 以上は急磯な る下部林地の比較 であ ることは勿論である。

ロ.林 地の上部 と下部

本地方の地勢は前述せ る如 く海抜低 き丘陵性 山岳地 にして 上部 は緩斜 であるが漢

に近 き下部 ば急斜 をなして居 る。從つて 上部 と下部 ごは 樹種材積 に も可な りの相違

が あウ更新關係 も異つて居 る。

今20ろ(南 向)に 於け る上部下部林地の平均Ihaの 本数材積 を比較 するに、上

部 は本数2110本 、材積301m3で 、下部 は本数1443本 、 材積18gm3で ある。 叉

20に(北 向)の 上部 に於ては本数2715本 、材積340m3で 、 下部 は本数1331本 、

材積173m3で ある。 即 ち雨小班を通 じ著 しき特徴は 上部は本数 も材積 も下部より



遙 に多大 で20に の如 きは上部 は下 部 の二 倍程 であ る。 此 の事 實 は實 地 に於 て も明

か に見 受 け らる ゝ所 に して更 新 上撫 育 上特 別 に注 意 を彿 ふ要 が あ る。

次 に林 地 の 上部 及下 部 に於 け る 材積 及本 数 が 小 ・ 中、大 、最 大 の 四径級 に如 何

に分 配 されて居 るや を見 るに本 数 關係 は20ろ 上 部 に於 ては、約74%、17%、8%

1%で20に 上部 に於 ては、約79%、13%、7%、1%で あつ て殆 ん ど相 等 し く、

又20ろ 下 部 に於 ては 約78%、15%、6%、1%で 、20に 下 部 に於 て も7g%、

14%、6%・1%で 殆ん ど一・致 して居 る。両 材 積 への分 配 關係 は20ろ 上部 に於て は

11%、29%、42%、18%で 、20に 上部 に於 ては12%、24%、44%、20%で

あ つて相互 に近 似 し、20ろ 下 部 に於 ては12%、26%、38%、24%で 、20に 下

部 に於 て も12%、24%、41%、23%で 殆 ん ど 差 異 を認 め 得ない 。 之れ を要 す るに

平均ihaの 材 積 及本数 は 上 部 林地 は下部 林 地 の 約二 倍 に當 る も夫等 が各 直径 級 へ

の分 配 は 殆 ん ど同 じ割 合 に て、換言 すれ ば上部 ご下部 とは 疎 密 度 に於 て差 が あ るの

み に て各径 級 へ の分 配關係 は殆ん ど相 等 しいと 云 へ る。'、'

然 しなが ら材 積 及本数 が各樹 種 への 分 配關 係 は林 地 の 上部 と下 部 とに依 つ て顯 著

な る差異 を示 し20ろ(南 向)上 部 に於 て はha當り 材 積 イス ノ キIo3m3(34%)で 最

も多 く、 シ ヒ47m3(16%)及 ウ ラ ジロガ シ41m3(14%)之 れ に次 ぎ、 タ ブノ キ

24m3(8%)イ チヰ ガ シ13m3(5%)及 ノ・ナガ ガ シ12Mi(4%)の 順序 で あ る。

叉20に(北 向)上 部 に於 ても イス ノ キIoom3(30%)で 最 も多 く、ウ ラ ジロガ シ53m3

(16%)シ ヒ44m3(13%)及 タブ ノキ35m3(lo%)之 れ に次 ぎ イ ヌ マ キ18m3

(5%)イ チヰ ガ シ17m3(5%)ハ ナガ ガ シ14m3(4%)の 順序 であつ て殆 ん ど20ろ

上 部 と同 じ關係 で あ る。 然 るに林 地 の下部 に於 ては其 の 順序 を異 に し20ろ 下部 に

於 てはha當 り材積 イチヰ ガ シ3gm3(21%)及イ ス ノ キ36m3(lg%)で 最 も多 くア

ラカ シ22m3(12%)、ハ ナガ ガ シIgm3(lo%)之 れ に次 ぎ ウラ ジロガ シ17m3

(g%)及 シ ヒ16m3(g%)タ ブノ キgm3(5%)の 順序 で あ る。又20に 下 部 に於 て

は イ ス ノ キ40m3(23%)最 も多 くハ ナ ガガ シ2gm3(17%)イ チ ヰガ シ27m3(16%)

之れ に次 ぎウラ ジ ロガ シ17m3(Io%)タ ブ ノ キ12m3(7%)ア ラカ シIlm3(6%)

及 シ ヒIIm・(6%)の 順序 であ つて20ろ 下 部 と20に 下 部 とは 林 地 の方 向 を異



に し且急斜地 な る爲 方 向の影響 を受 くること大 き く幾分樹種 別材積の順序 に差ある

も、概括すれば 林地の下部 に優勢 なるものは イスノ キ、イチヰガシ、ノ・ナガガシと

認め得 るのであ る。

而 してイスノキは上部 に於 て最 も旺盛 を極め之れに亜 ぐウラジ・ガシ、シ亀の二倍

以上の材積 を有す るも、下部に於ては40m3に 過 ぎず してイチヰガシ 、ノ・ナガガシと

大差な く、タブノ キ、 ウラジロガ シ、 シヒ も亦下部 に於 ては 材積 甚少ない。下部 に

於 て材積多 きイチヰガ シ、ハ ナガガシは上部 に於 ては減 少して、イスノキ、シヒ、ウラ

ジロガ シ等 より遙に少ない。今第五十五表 第五十六表 より主要 なる林木が林地の上

部下部 何れに多 く生育す るやを観察す るに、下部 に於 て生育旺盛 なるものは 甚少 な

くしてイチヰガシ、イスノ キ、ノ・ナガガ シ、アラカシ等 にて小径林木 としてはサカキ、

ヤマビヘ ビサカキ等 に過 ぎざる も、上部林 地に於 て生長旺盛 なるものは イスノキを

第一 としシヒ、ウ ラジロガシ、タブノキ、イチヰガ シ、ハ ナガガシ、イヌマキ等 にし

て小裡林木 には タ イミンタチバナ、 ヤマピヘ ユヅ リハ、マテバシ ヒ、ハ イノキ、

ツバ キ、ずカキ、ヒサカキ等を墨げ得べ く殆 ん ど主 な る林木の大部分 を占めて居 る。

青井岳團地 を成す 丘陵性山岳地 の緩斜 なる上部林地 は各種の常緑澗葉樹 の生育に最

も適 する箇所であ る。

術 附属表第六號、第七號 に於 て各直径階への分配關係 を槍すれば樹種の性質 も略 々

窺知 すること が出來 る。即 ちイスノキ、タブノ キは螢芽 甚良好 にて下部林地 にては2

cm4cmの 如 き細 きもの甚多 きも其後直径の増加 ご共に急に本数 を減 じ16cm以 上に

達 する もの甚少 な きも林地の上部 に於ては細 きもの少な く且直径の増加に件ふ本数

の減 少が 少ない。之れ上部 に於ては 稚樹の駿生は下部 に優 るも直径2cmに 達す る

前 に他樹種の爲被圧 せ られ て本数 を減す るのであつて2cm、4cm位 に達すれば 生

長旺盛 にて比較的本敷の減少は少な くなり大径級 に達 す るのである。

之れ に反 し一般 に カシ類 は直径2cmに 達せ る ものは林地の上部下部共少な く其

後直径の増加 ご共 に本数 の減少する事 も比軟的少な く大径級迄分配 されて居 る。其

他一般に直径2cmより 直径の増加 と共 に本数の減 少甚 しきものは イスノキ、サカキ、

シヒ、タブノキの如 きものにして、本数の減少 すること少なきものはイチヰガシ、 ウ



ラジロガ シ、 アラカ シ、 ヤマモモ、ハナガガ シの如 きもの である。

第 二 節 樹 種 別 年 齢 別 直 径 關 係

常緑潤葉樹 の直径生長 を 相互 に比較するこごは 頗 る困難な事であ る。何 となれば

嚴格 に同一立地 と云ふ條件 が 不可能 なる爲勢 ひ多数の統計 に依 る必要がある。 然 る

に常緑潤葉樹 の年輪は頗 る不判 明の もの多 く カシ類の如 きも伐採直後鉋削 すれば年

輪 を数へ得 ざるにあ らざ るも時 日を経 て乾燥すれは鉋創 して 着色す る も正確に数 を

讃 む乙とは困難である。
o

イス ノキの如 きも最 も困難 な もの ゝ一つであ る。從つて材料 は 不正確に陥 り易 く

且多数 調査す ることは 多大の経費 と勢力 を要す るのみな らす、 針葉樹造林地の如 く

同齢 一齊林 をなさず多数 の異齢の樹種混淆 して優勢木劣勢木 を生 じ其の生長の経路

単純ならすして 恰 も擇伐林に於け る樹木の生長に似て居 る故 胸高直径 と年齢 よう各

林木の直径生長 を調査 することは 重大の意義 を有せぎ るも胸高直径 ご樹齢 ごは全 く

無 關係 にあ らざる故 一鷹 調査 して 其の傾 向を捉ふ るこごは 本 問題の 考察上必要 で

ある。

昭和十二年熊本営林 局 小幡進技手は 常緑潤葉樹林の成立 を各樹 の年齢 よめ考察す

る目的を以て去川國有林高岡事業区21へ 面積0471ha内 の樹種別年齢 を調査せ ら

れた 。(参 考書9)今 其の資料 を用い イチヰガシ、 イスノキ、 コジヒ、 アヲガシ、タ

ブノキ、其他 カシ類の五種 に付一齢階 を10年 こし、51-60年 、61-70年 の如 く十

年 毎に一括 して平均債 を求むれば 第五十入表 の通 うに して之れ を圖示せば 第十三圖

の標 である。材料少な き爲曲線 を書 くことを得 ざるも傾向は捉 へ得 ると思 はれ る。

本表の結果を見るに イチヰガシ の直径生長 はコジヒには劣 るもイスノキ、 アヲガ

シ、 タブノキ、其他 カシ類 には優 るとも決 して劣 らない。殊 にコジヒは イチヰガシ

に比 し陽性 にして 耐陰力少な く永 く被壓せ らるれば 枯死す る故被壓 時代 少なきもの

多 く、 イチヰガシ は耐陰性比較的強 き爲被壓 せ らるゝも容易に枯 死せず して成林 し

永 き被壓 時代 を有す るもの もあ りて 正當 なる比較 にあ らず両 者 の比較 には幾分 の割

引割増の要 あるも其の程度 は元 よう不明であ る。要 す るに直径生長に於ては コジセ

は イチヰガシに優 う少 くとも劣 らない と考へ るこごが出來 る。



高 岡営林 署 去 川 國 有 林 に 於 け る

イチヰ ガシ外 四 樹 齢 と 胸 高直径 と の 關 係

第十三圖



主 要 樹 種 の 年 齢 と直 径 との 關 係 第五十八表

第 三 節 樹 種 別 直 径 別 樹 高 關 係

イチヰガシ を含む林分に付各樹種 の直径別樹高を調査 して 各樹種 の樹 高生長経路

を明か にせん とした もので、 材料 を高鍋営林 署管 内 尾鈴國 有林並に高岡営林 署管 内

去川國有林 に求めた。前者はイチヰガシ保護林(人 工林)を 谷 の樹岸 に控ふ る林分に

して、後者 はイテヰガシの産地 として屈指の地方 であ る。

1.高 鍋営林 署尾鈴國有林 に於 け る樹種 別直径別樹 高調査 、

本調査資料 は高鍋営林 署管内宮崎縣見湯郡木城村尾鈴國有林石河内事業区23林 班

に小班内面積17.80ha(昭 和十三年度 官行研伐箇所)に 於け る樹種 別直径別樹高 を

取b纒 めた もので同営林 署の後援 を深謝す る。本林 地は海抜200-4∞m、 林地 の方

向は西北、傾斜 は急、深度は中、結合度は軟 の適潤地で 地位は中であ る。 調査せ る

総本数 は950本 で 各樹種 の調査本数は 第五十九表の通 りである。 而 して アカマツ、



イヌ マ キ、 モ ミは 調査本数 僅少 な る故其 の結果 は正確 で ない、叉 其他 カ シ類 、 ザ ツ

亦資料 過 少 の憾 あ る も、其 他 カ シ 類 に於 ては資料 が各 直径 へ の分 配等 好都 合 な り し

爲比較 的容 易 に樹 高曲線 を求 め得 た 。 又各樹 種 の直 径 に対する 平 均樹 高 は 第 六 十表

に、樹 高 曲線 は 第 十四 圖 に示 す通 りで あ る。表 中其 他 カ シ類 には ツクバ ネガ シ、 シ

ラカ シ、 ハ ナ ガガ シを、 ザ ツには サク ラ、 ク ス ノ キ、 ミヅ メ、 イイ ギ リ、 ヒメ シヤ

ラ、 毛ク コク、 ユヅ リハ、 カ ゴノ キ、 ムク ロジ、 ク ロ=ガキを含 む。

尾 鈴 國 有 林23に 樹 高 調 査本数 表 第五十九表

2.高 岡営林 署去川國有林 に於け る樹種別直径 別樹 高調査 、

調査箇所は高岡営林 署管内宮崎縣束諸懸郡高岡町 去川國有林高岡事業区Ig澱 内

(面 積3.35ha)、20ほ(面 積24.Ioha)b20ち 内(面 積1.26ha)、21v・ 内(面 積8.40ha)

21と 内(面 積o.87ha)合 計37.g8haに して、Ig顧 内は南向急斜地 にして土壌の深

度 は中、結合度は軟 、湿度 は潤 にして地位林位共 中に属 し、曾 て昭和 五、六、七年度

擇伐實行跡地の一部にして 其後撫 育を行はず 放 置せ られた る林分である。20ほ ち

21い と は昭和十四年度官行研伐 箇所 に して 老齢 なる常緑澗葉樹天然生林であつて

林地は大部分南向一部東及北 向の急斜地(一 部緩斜地 を含む)に して土壌 の深度は中、

結 合度は軟、湿度は潤 にして、蓄積 はha當り30つm3内 外にて・シヒ、イスノキ各種 カ

シ類 を圭 とする 天然生林 に して地位林位共中であ る。而 してIg臓 内 に關す る資料

は替林局施業係の手を煩は し2cm括 約 にて胸 高直径2cm以 上 の 林木全部 の樹高



高 鍋営林 署 尾 鈴 國 有 林(23)に

於 け ろ 樹 種 別 樹 高 曲 線 圖
第十四圖



尾鈴國有林23に に於け る樹種別直径 と樹 高 との關係

第 六 十 表

を調 べた る ものである。又20ほ ち21V・ とに關す るものは官行研伐資材 として調

査せ られた る径級大 なるものを 資料 こし樹種別直径別に 樹高 を 取 ウ纒 めた もので

ある。前者(Ig臓)に 於ける調査総本数 は15076本 にして其の各樹種への内謬本数

は第六十一表 の通 めに して、各樹種 の直径に対する 平均樹高及其の樹 高曲線 は 第六

十二表及び第十五圖の通 うである。 而して 本調査は胸高直径2cm以 上の林木全部



を調 査 せ る爲 調査 本 敷 は甚 多 き も・ 各樹 種共 直径 階 へ の分 配 は概 して 小種 級 の もの

に多 く、イチ ヰガ シの み各 直径 に比較 的廣 く分 配 せ られ其 他 の樹 種 に於 ては直径2-

Iocmの範囲 の もの 多 く 殊 に2cm、4cmの もの 甚 多数 を 占め て居 る。 殊 に総本数

比較 的少 な き タブノ キに於 ては他 樹 種 に比 し30-40cmの 本 数 少な く僅 か にg本 な

る故 此の 附近 に於 ては 不正 確 な るを見 れ ない 。 然れ ど も概 評 すれ ば本 調 査 は資料 豊

富 に して 各 直径 階 への分 配本数 も多 き故 正確 な る結 果 を示 して居 る もの であ る。但

し統 計 の性 質上最 大 直径 附 近 に於 て は多少 の誤 差 は免 がれ ない。

術Ig澱 内(第 六十 二 表)に 於 け る シ ヒの 中 には コ ジ ヒ、1タ ジ ヒ を其 他 カ シ類

に は アラ カ シ、 ハ ナガ ガ シ、 ウラ ジロガ シ を、 ザ ツには 毛ク コク、 タ イ ミンタ チバ

ナ、 ヤマ 毛 モ、 バ リバ リノ キ、 ツバ キ、 マテバ シ ヒ、 オ ガタ マノ キ、 ナバ ンク ワ、

ケ ヤキ、イイ ギ リ、ハ リギ リ、サ ク ラ、ネ ムノキ、 ミヅ キ、ク ス ノ キ、 シ ロダ 毛、 ヤマ

ガ キ、ヤマグハ、ヤ マ ピハ、イヌ ガ シ、カ ンザ ブ ロウ、 タラ!キ 、 ハ イノ キ、 毛 チ類 、

ク サギ、 エ ゴノ キ、ヤ ブニク ケィ、 シ キ ミ、ヤマ ツゲ、 ユ ヅ リノ㍉ リンボ ク、 カク レ

ミノ、 ヤ マハゼ 、 ク ロキ、 ネ ヅ ミモ チ、 ヒサ カ キ 其 他常 緑 並 に落葉澗 葉樹 を含 む。

次 に後 者(20ほ ち21い と)に 於 け る 調 査本 数 は1874本 で 其 の 各樹種 への 内鐸

本数 は第 六十 三表 の通 りに して 各樹 種 の 胸高 直径 に対する 平 均樹 高 及其 の樹 高 曲線

は 第 六 十 四表 及 第 十 六圖 の通 うで あ る。 而 して調 査本 数が 各 直痙 く の分 配 を見 るに

各樹 種 共 最小及 最大 直 征 附近 の ものは本数 比較 的少 な く 中央 の もの は 其 の数 多 くし

て普 通 の統計 資料 であ る。(但 イ チヰ ガ シ、 タブ ノ キ は幾分 廣 く各 直径 に 分 配 され

て居 る)術20ほ ち21い ご(第 六十 四表)に 於 け るシ ヒ中 には イタ ジ ヒ、 コジe

を カ シ類 中 には ウ ラ ジ ロガ シ、 ノ・ナガ ガ シ、 ツクバ ネガ シ、アカ ガ シ を含 み、 ザ ツ

の内 に は モク コク、 ネ ムノ キ、 ヤ マ ガ キ、 チ シヤ、 イ イギ ヲ、 ホ ホノ キ、 ずク ラ を

含 んで居 る。

3.調 査 結 果 に対する 観 察

樹 木 が生 物 であ る以上 其 の生 長 は常 に環 境 の支 配 を受 け 樹 高 生長 も樹 種 個性 の輩

純 な る現 はれ では ない。 同齢単純 林 に於 て は 樹 高 は 地 位 ご密接 な る關 係 あ る も鐸伐

林 に於 て は假 令樹 種 は輩 一 の場 合 に て も被圧 の 關係 あbて 以上 の様 に簡単 ではない 。



高 岡営林 署 去 川 國 有 林19ぬ に

於 け る 樹 種 別 樹 高 曲 線 圖 第十五圖



高 岡営林 署 去 川 國 有 林(20。 ち21こ も)に

於 ける 樹 種 別 樹 高 曲 線 圖

第十六 圖



去川國有林(Ig澱)樹 高調査本数表 第六十一表

去川國有林(lg澱)に 於 ける樹種 別直径 と樹 高との關係

第六十二表



去川 國有林(20ほ ち21V・ と)樹 高調査本数 表 第六十三表

去川國有林(20ほ ち21い と)に 於け る

樹種別直径 と樹高 との關係 第六十四表



Flury氏 、WohIfarth氏 の説 く所 を綜合すれは欧洲のモ ミ、タウ ヒ擇伐林 に於ては胸

高直径zscm迄 の小径 木は庇陰下 にある爲其の樹高生長は妨 げ られ地位の良否 に封

慮 して生長 し得ず地位の判定には使用出來ない(各 地位略 々同一の樹 高であ る)地 位
σ

の判定1ζ使用 し得 るものは直径38-・54cm、 殊 に52-70cmの 径級 に属す るものであ

つて斯 か る大径級 に属す るものは被壓 せ られず地位 相鷹 の 生 艮をな し逡げ て居 る故

であ ると。被壓 に依つて 樹高生長が郵制せ らる 事ゝ は 一歩天然林 に足を入 るれば明

瞭 な事實 であ る。然 しFlury氏 の説 く所は欧洲の モ ㍉ タウ ヒを対照 とす る ものに

して樹種 を異 にし 其の耐陰性 に差異 ある我國常緑潤葉樹林 には 直 ちに適用出來 ない

事 は申す迄 もないが直径30cm以 上の ものは大膿 に於て被壓 木の域 を脱 して居 る'ge

認め らるゝ故 尾鈴國有林23に 及 去川國有林20ほ ち21い と に於 て 夫 ρ樹高 曲

線 を調製 した。 叉Ig澱 内 は胸高直径2cm以 上40cm迄 の 天然生林 にしで是等

各裡級の林木が實際に於て 相互 に如何 なる生長 をなしつ ゝあ るやを 調査せ るもので

本数 多き故 得た る樹高曲線 は更新上、成林上の観察 をなすに 充分役立 ち得 るもの と

信す る。

次 に前記尾鈴蚊に 去川國有林に於け る樹種別直径 ご樹高の關係及樹高曲線 に基 き

イチヰガシ成林 に關す る考察 を試みんξす る。

先づ去川國有林 に於け る小径木の樹 高曲線(第 十五圖)及 び其の直径に劃す る樹 高

關係(第 六十二表)と 大律木の樹高曲線(第 十六圖)及 び 其 の直径 に対する 樹高關係

(第 六十三表)と は樹高曲線 を重ね合 した場合 大饅 に一致する ものはイチヰガ シ、シヒ、

ザ ツで イス ノキ、其他 カシ類 は租近 きも雨局線の交叉点附近 に於 て多少の相違 を示 し

て居 るが、交叉点附近 は 資料不足勝 なる故止むを得 ない こも云へる。 タブノキは 第

十五圖 では可な う高 き も第十六圖では低 き曲線 をなして大な る不突合 を示 して居 る。

即 ち樹高曲線 を比較 するに 第十五圖に於 ては イチヰガシ、 シヒ、タブノキ、其他 カ

シ類 、ザ ツ、イス ノキの順序で第十六圖に於ては最初は イチヰガシ、シヒ、其他 カシ類、

ザ ツ、タブノキ、イスノキの順序で、絡 う頃はイチヰガシ、シヒ、其他 カシ類・イスノ

キ・タブノ キ・ザ ツとな り、タブノキ以外 は雨圖共殆ん ど同一 の順序で経過を表はして

居 る。而 してタブノ キの樹高に就て考ム るに、尾鈴國有林 の樹 高曲線(第 十四圖)よ



う見 るも、實地常緑澗葉樹天然生林の樹 相より 見 る も直径20-一 一25CM迄 は第十五 圖

の如 く カ シ類、 シヒ と大差な き生長をなす も其後に於ては第十六 圖の如 く樹 高生長
1

は衰 ふる標認め らる。而 して第十五圖越其 の作製に當り 直径25cm以 上の調査本数

甚だ僅少 な りし故斯か る結果 を得た るもの と思はれ る。両 してIg澱 と20ほ ち21
0

い ととは大艦に於 て立地に大な る差異 なき事は既述の所である。

イ.胸 高直径30一40cm以 下 の樹 高生長 に就 て

去川國有林19ぬ 内 樹種別直径 と樹高 との關係(第 六十二表)並 に樹高曲線 第十

五圖は 第六 十一表 に示す如 く其 の調査本敷多敷 なる故大禮 に於 て 實際に近 きものと

考べ らる。而 して最小直径2cmの 各樹種の樹高 を示せぱ次の通bで あ る。

去川國有林(191it)に 於け る胸高直径2cmの 樹種 別樹高表 第六十五表

即 ち胸高直径2cm内 外の間は 各樹種共樹高 に大差な く(針 葉樹並 に 一時的に侵

入す るアカメガシヘ カ ラスザ ンセウは イチヰガシ より高 きも暫 く本問題外 こす)。

直径4cmに 於ては イチヰガシ最高 く、イスノキ、ザ ッ之れ に次 ぐ。直径15cm頃 迄は

樹 種 に よウ大な る差異 を認め難 きも大饅 に於 て イチヰガシ、 シ ヒ、其他 カシ類優勢

にて他 を歴 し、20cm以 上に至 らば イチヰガシ、 シヒ其他 カ シ類盆々樹 高生長旺盛

にてタブノ キ、ザ ツ、イスノキを歴 し、30-40cmに 於て も同様の状態 を持続 して居 る。

概 括的 に見れば直径の割 に イチヰガシ最 も高 く之れ と常に競争 の立瘍 にあるものは

シヒ及其他 カシ類にて其他の ものは樹高生 長精 々劣 る様 である。 アカ メガシノ㍉ カラ

スザ ンセ ウは直径2cmに対する 樹高は イチヰガ シより 高 きも8cm以 上 に於 ・Cは

低い。本樹種 は更新後直 ちに入 り來 う且多敷発生 し生長極 めて 旺盛な る故総 ての樹

種 を抽出て遠望すれば 夫等の純林 の如 き観 を呈す るに至 るも、 其の性極 めて陽性 に

して樹冠薄 き爲其の下 に生育せ る他の樹種 を被壓 す ることは少ない 。然 し 其の本款



普遁莫大 なる故有害である。 故 に適當に除伐す る必要 あるは勿論 な るも元來本樹種

は一時的に侵入 す る樹種 にしてIO藪 年乃至20年 を経過せば 常緑澗葉樹の爲に被壓

せ らるゝに至 り遽 に枯死す る蓮命の ものである。 マツ、イ ヌマキ も直径2cm時 代

に於 ては樹高高 きも常緑潤葉樹天 然生林中には点生 するに過 ぎず 且直径4cm以 上

にてはイチヰガシ より樹高低 き故上記比較 に當 り省略 した。

ロ.胸 高直径30cm以 上の樹高生 長に就て

去川國有林20ほ ち21い と並に尾鈴國有林23に に於 ける樹種別直径 と樹 高 と

の關係を(第 六 十四表)(第 六十表)並 に樹高 曲線(第 十六圖)(第 十 四圖)を 見 るに

尾鈴國有林(第 十四圖)の ザ ツは去川國有林の もの に比し幾分高 きもザツには多数 の

樹種 を含み 第十六圖 第十四圖の内容異 る故直接比較 す ること困難な るも概 して直径

30一40cm頃 迄は樹高生長嚇 な藷 來老齢林の上層林冠をなす程生長し得ざる樹

種 を含 む故直径50cm以 上に於では大な る樹高生長 は期待 し得 ない筈である。第十

六圖第十四圖を通覧す るに直径に対し イチヰガシ最 も高 く、 シ ヒ、其他 カシ類の一

群が精之れに劣 りて追從 し、イスノキ、タブノキ、及大部分 のザフは最 も低 き一群だ る

ことを認め得 らる。換言すれば 常緑潤葉樹 天然生林の大径木 に於ては 直径の割 に樹

高の高 きものはイチヰガシを第 一とし、其他 カシ類、シヒ類を第二 とし、イスノ キ、タ

ブノ キ、 ザ ツを第三 とし、是等 の間には可なり の差異が ある。例へば直径S4cmの

樹高 を比較 すれば次の様である。

尾鈴並に去川國有林 に於け る胸 高直径54cmの 樹種 別樹高表 第六十六表

一般に直径 の割 に樹 高の高 きものは 樹 高生長旺盛の ものであつて 常緑潤葉樹天然

生林 の實 況を見 るに イチヰガ シは樹 冠高 く一般 の林冠 層の上 に 抽 き出て直径 に於

てイス ノキ、 タブノキ に劣 る場合にて も樹高に於 ては優 つて居 る様であ る。此の事



實 は到 る所に於 て實 見す る所に して 其の一例 を墨 ぐれば 高鍋営林 署管内尾鈴國有林

石河内事業区15り 面積15.18haに して、今回調査せ る23う の樹岸 に在 る6チ ヰガ

シ保護林 である。 本林分 に就 きては 項 を改めて 述ぶ るも、 施業案の 調査 に よれば

ha當り 蓄積288m3に て各樹種 の材積%は4チ ヰガ シ51%、 其他澗葉樹44%、 針

葉樹5%林 齢 平均IIO年 にてイチヰガ シの外各種のカシ類、 シヒ、 イスノキ、タブ

ノ キの老齢 なるもの を混ず るに も拘 らず封岸 より見れば上層林冠は イチヰガシ の樹

冠 のみにて掩 は るゝが如 き観 を呈 し材積 に於て も80%以 上を占む るが如 き景親 をな

すのであ る。'

斯 くイチヰガシが樹高生長の旺盛な る樹種 な ることは イチヰガ シの更新上成林上

甚 だ好都合であ る。

然れ ども以上は 一雁同一直径 に対する 樹高關係 を根擦 とせ るものな るが、本章第

二節 に述べた る如 くイチヰガシの直径生長に シヒ以外の樹種 に比すれば優 るとも劣

ることな きも シヒ には及ばざ るを以て此の点 を考慮す る要がある。換言すれば同年

齢 に於ける イチヰガシとシヒ との樹高 を比較 すれば樹 高曲線 圖 より接近 し両者 の競

ウ合ひは甚 しきもの と考 へ らる。

ハ.総 括

以上尾鈴及去川國有林に於け る常緑潤葉樹天然生林 の樹高生長状態 を通覧 す るに、

イチヰガシ は幼齢時代 よむ樹 高生長優良で、壮齢 以上 に於 ては 一層顯著 に現はれ同

一直径 に対し ては最高の樹高 を有 して居 る
。但 シヒ との差異は甚少なvo、 從つて全

時代 を遁 じ概 ね上層林冠 を占め得 る可能性 が多い。只幼齢時代は 各樹種共未だ樹 高

に大差 なき故更新後放 置すれば イチヰガ シは他樹種の爲 に歴せ らる 場ゝ合あ るのみ

な らず、壮齢 時代迄 旺盛 なる樹高生長 をなして 競 う合 ひ來 る ものは シヒと其他 カシ

類 である。而 して其他 カ シ類は有用樹種 なる爲混淆 保存するを可 とする場 合多 きも

シヒ は大部分除去す るを一般的に有効 と認め らる。 即 ち天然更新又は人工植栽 に よ

めイチヰガシの更新 を行ふ場合 シとの侵入甚 しか らざる所 に於ては歎年 間手入を施

行 し上 層林冠 を占め得 る様撫育せぱ 其後は多少撫育 を施 さΨるも直 ちに被壓 せ らる

ゝこごな く概 ね成林 し得 るものなることを語 るものであ る。 シヒの侵 入甚 しき所 に 『



ては手入及除伐が一層必要なることが痛戚 され る。要す るに イチヰガシ は他の常緑

潤葉樹 に比 し生長旺盛にて樹高 も高 き故 更新後手入除伐 を怠 らず施行せば 成林の實

を墨げ得 る理論 的根櫨 も蝕 にあるのであつ て、一方各地の 試験地の経過 と状況 が實

験的 に夫れ を明示 して居 るのであ る。

4.相 互關係せ る調査結果の総括

本章 に於 ける相互關係せ る調査 中主 なる ものを述ぶれば次の様であ る。

a)天 然生 林内に於て 上部 林地には イチヰガシ稚樹多 く、 叉 試験 地に於 て も稚

樹 の発生 は 上部林地に多 きに拘 らず、 直 径2cm以 上の イチヰガ シは本数 材積共

下部林地 の方多大であ る。今其の理 由を考ふ るに 上部林地は鬱閉 疎 なる箇所 には 稚

樹多 く発生 するも同時に他樹種 の稚樹 も侵入 して 生存競争 場裡 となる。 疎開の程度

に より侵入 する樹種 は異 るも シヒ、 アヲガシ、 タブノ キ、 イスノ キの如 きは強敵で

あ る。此の時代は稚樹甚多 きも自然の儘放 置し生存競争に委すに連れ イチヰガシ の

稚樹 は漸次潰失 して本敷 を減ず るのであ る。

之れに反 し急斜なる 下部林地に於 ては 陽光 を受 くること少 な く、熟量 も少 な く且

水灘 に富む故種子 は腐敗 し易 く発芽 少な く、ヌ種子の錨落移動 もあ りて 天然更新 は

緩斜 な る上部林地の如 く恵まれない。 故 に発生 する稚樹 は 上部林地 に及 ぱないの で

ある。而 して直径2cm以 上の各樹種 の総本数 及穗材積下部林地は上部林地の約1/2

に して鬱閉 度疎 なる故下部林地に於 ては イチヰガシ は比較的被壓 せ られず生育す る

を以て、一度螢芽 せ る稚樹は 清失すること少 な く結局直径2cm以 上の本数 は下部

林地の方 多 き結果 となる もの と考 へ られる。

註 下部林地 の発芽 不良の原因は主 として 水灘 に原因す ることに關しては 未登表

なるも高崎営林 署長小幡進技手が調査 され て居 る。

b)同 じ直径 に樹 し樹高高 きは イチ ヰガ シを第一 とし、 シ ヒ、其他 カシ類之れに

次 ぐも.同 一年齢 にで 直径太 きものは シヒを 第一 とし・イチヰガシ、其他 カシ類等

の順序 とな る。此の相互關係 を樹 高曲線並に 直径 と年齢 との關係圖に於 て 比較 する

に結局 イチヰガ シとシ ヒ とは同年齢 に於ては樹高に大な る差違 なき様認め られ る。

而 して青井岳方面は他の地方 に比 し幾分 シ ヒの践雇甚しか らず と錐 も南 向林地に し



て母樹 ある場所 は 稚樹 の発生 極めて盛んに して 殊に皆伐 に近 き場合は其の生長著 し

きものがあ る。概 して シヒは イチヰガ シの本敷 に比 すれば母樹の数 に於 て も甚多 く

稚樹 も亦数倍乃至藪十倍 に及ぶ場合あ うて イチヰガシ の更新に於て競争 上最 も恐 る

ぺ き樹種 である。

第 四 節 イチヰガ シを主林木 とす る美林

高鍋営林 署管内尾鈴國有林 内には藩 政時代秋月藩が 船舶材、櫓材、槍の柄材の備

林 として撫育 乙來 うた る爲 イチヰガシ を主林木 とする老齢 なる常緑潤葉樹の美林 を

な して居る所があ る。此の林分 が 如何 なる樹種 より成 り且 つ 其の本数材積が各径級

へ如何 なる分配關係 を有す るや等 林分の構成 を明か にし將來施業上到達 し得べ き参

考林 として其の憤値大な るを認め調査した のである。

1.位 置、地況、林 況並 に既往の調査

高鍋替林署管内 宮崎縣兄湯郡木城村 尾鈴國有林石河内 事業匿i5林 班b小 班 面積

15.18haは 前記の由來 にてイチヰガシ を圭 とす る老齢 なる常緑潤葉樹林なるを以てj

現行施業案(昭 和12年 度より 實行中)に 於ては 保護林 として 永久 に残存せ しむ るこ

と ゝして居 る。尚前施業案 に於 ては同國有林内23林 班に小班面積Ig.31haはisb

に相対し 林相多少劣 るも15b同 楼 イチヰガ シ を圭 とす る老齢澗葉樹の美林なる故,

保護林に編 入せ しも現在にては普通施業地 に組替へ昭和13年 度伐採 せ られた。

現行施業案 に よれば15bは 面積15.18ha、 海扱高200-300m、 林地の方 向は

東 向、傾斜は急、深度は中、結合度は 軟の適潤地 にして 地位 は中に属 して居 る。前

述の如 く秋 月藩が備林 として保護 し來れ る爲現在の林相 を呈 するもので明治20年 頃

全林より400本 のイチヰガシ を選伐せし事實ある外 今 日迄保護せ られ林齢 は約IIo

年 である。遠望すれば イチヰガ シ80%以 上(材 積)を 占む る純林の観 を呈す るも、

之れは イチヰガシ が上層林冠 を占む る爲 にして林 内に立 ち入 らば ウラジロガ シ、 ア

カガシ、其他 カシ類、 コジヒ、 イスノキ、 タブノキ等 を混 じ峯通 ウには ク ロマツ、

モ ミ を交へて居 る。下木 は 比較的疎 である。現行施業案の調査 に よればha當 り材

積288m3で 内イチヰガシ は51%を 占め、其他潤葉樹44%、 針葉樹5%となり 其 の

樹種 別材積内繹は第六十七表の通 りであ る。



尾 鈴 保 護 林15b樹 種 別、 直 径 別本数 及 材 積 表

第 六 十 八 表

尾 鈴 國 有 林22に 樹 種 別 直 径 別 本 敷 及 材 積 表

第 六 十 九 表



尾鈴保護林(15り)ha當 り樹種別径級 別本数 及材積表 第 七 十 表

尾鈴國有林(23に)halkb樹 種別径級別本数及材積表 第 七 十 一 表



尾 鈴 保 護 林i5b樹 種 別 材 積 表(施 業按調)第 六十七表

2.今 回調査 と結果

前掲の調査 は現行施業案検訂 の際 行はれた るものにて 大要は講 して居 る観 あるも

標準地面積不明なるのみな らず、 本数 並に材積 が 各直径級への分配關係等林分構成

に關する記載 なき爲 新 に標準地 を設 け15り 内o.84ha、23に 内2。528haに 付胸高

直径Icm以 上の樹種 別直径 別本数及材積 を調査 した。其の結果は附属表第九號十號

に掲げた。又胸高直径Icm以 下(稚 樹 を含 む)の 概況を知 る爲4m幅 長 さ86mの

帯状標準地 を選定 し15り 内o.0344ha、23に 内o.0344haの 樹種別樹高別本表 をも

調 査した。其の結果 は参考の爲附属表第4號 に掲 げn。

調査の結果 を見 るに 平均IhaiSbは本数2648本 材積398m3、23に は本数

i574本 材積272m3で 施業案 の調査 と大なる差異 を生 じた。然 し本調査は材積 の確

牢 の み を 目的 とす る もの にあ らず 併せ て 林分 の構 成 を閲 明せ ん とせ し ものな る故更

らに径 級 を胸 高直径2--14cm(小 径 級)、16-28cm(中 径級)、30--48cm(大 径 級)、

50cm以 上(最 大径 級)の 四種 に分 ち 其 のha當り本数 材 積 並 に%を 算 出 した。 其

の結 果 は次表 の通 壷であ る。

本 表 を見 るに15bに 於 ては全蓄 積 の内 イチ ヰガ シ38%、 シ ヒ28%、 タブ ノ キ

17%を 占め、23に に於 ては イチ ヰガ シ32%、 イス ノ キ30%、 タ ブノ キIo%、

シ ヒg%を 占め雨小 班共 イチ ヰ ガ シを最 多 として居 るが 前者 には特 に シ ヒを、後 者



には イスノキを多 く混淆 して居 る。イチヰガ シ林 として後者は前者 に劣 る も、共に

最大径級(直径50cm以 上)に 於 ては イチヰガシ の蓄積過半 を占め且4チ ヰガシは

樹 高甚高 くして 第十四圖に示す如 く本地方 にては イチヰガシは樹高殊に高 く他樹種

の追從 を許 さない從つ て イス ノキ、 シヒ、 タブノキ は假令直径は大 にて もイチヰガ

シの樹冠 を抽 き出つ るもの少な く、 イチヰガ シは上層林冠 を占領 して 充分なる生長

をなし、 イスノキ、 シヒ、タブノ キは次の林冠を作 ウ他 の小中径級の もの と共 に林

地の保護 を爲 して居 る。

即 ちイチヰガ シは多数 の他樹種 と混淆 す るも遠 望すれば80%以 上 イチヰガ シを含

む如 き林 相を呈 して居 るのである。

斯か る林相を作 らしむ るこごが將來 イチヰガシ林 造成の一要諦 にして、幼齢時代

よム適當に手入 して 上層 ようの被壓 を除 き 叉側歴 を加へて枝の籏張 を防 ぎ通直 にし

て枝下長 き良材 を得る様努むべ きである。

第 三 編 総 括 と應用

第 一 節 総'括

第 一 高岡試験地に於ける更新及手入に關する研究の総括
の

本総括は高岡試験地 即 ち局部皆伐区及母樹 を有する局部皆伐区(略 して雨局部皆

伐区 と云ふ)に 於ける更新並 に手入 に關す る調査研究の結果 なる故 本試験地の地況

林況並 に其の取扱方法を前提 とす る。

1.イ チヰガシを含む常緑潤葉樹林 を局部皆伐 により 更新すればイチヰガシの稚樹

は伐採の翌年、翌々年急に発生 増加す るも其後の増加は緩漫である。(第 一編、第一

章、第二節第s1参 照)

2.局 部皆伐区 に於て母樹 を有す る場合 は毎年稚樹の発生 多 くむて枯死牽 も比較的

少 なき故 稚樹 の発生 並に枯 死の点 より見れば 更新上母樹 を保存す るを有利 とす。例

へば昭和九年五 月に於 けるha當り 稚樹本数 局部皆伐区21ク8本 、母樹 を有す る局部

皆伐区Ig67本 あ りしに昭和十四年二月現在 にて前区 に於ては2835本 、後区に於て

は5511本 こなつて居 る。(同 上第一2参 照)


